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 1． 基本方針 
　本報告書は、１９９９年に「環境活動報告書」として環境

報告書の発行を開始して以来、第１０号目にあたります。２０

０４年版からは「社会・環境報告書」として発行しており、ファ

ミリーマートの社会、環境に関する活動を掲載し、広く社会

に公開することを目的としています。 

 

 2． 対象期間 
　２００７年度（２００７年３月～２００８年２月） 

　実績データは２００７年度ですが、活動内容には一部２００７

年度以前、以降についても記載しています。 

 

 3. 対象範囲 
　株式会社ファミリーマート単体と加盟店の事業活動およ

びお取引先に協力していただいている商品、物流、店舗施設、

廃棄物対策等の取り組み。 

　一部、国内外のエリアフランチャイズ会社の活動について

も記載しています。 

 

 4. 第三者意見 
　ワールドウォッチ研究所日本副代表／環境ジャーナリスト・

フリーアナウンサー村田佳壽子様に依頼して、本報告書に

関する第三者意見をいただきました。 

 

 5. ホームページでの開示 
●ファミリーマート環境サイト　 

http://eco.family.co.jp/

●ファミリーマートこども環境報告書

http://www.family.co.jp/company/eco/ecokids/report/ 

 6. 発行について 
●今回の発行：2008年7月 

●次回の発行予定：2009年7月 
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ファミリーマート基本理念  

ファミリーマートのスローガン 

～お客さまの気持ちに一番近い、なくてはならない「コンビに」になることを宣言します～ 

ファミリーマートの目指すもの 

私たちファミリーマートは、ホスピタリティあふれる行動を通じて、 

お客さまに「気軽にこころの豊かさ」を提案し、快適で楽しさあふれる生活に貢献します。 

ファミリーマートの基本姿勢 

ファミリーマートの行動指針 

感じる、気づく、動く　～こころにホスピタリティを～ 
●お客さまの期待を超えよう　●仲間を信じ、ともに成長しよう 

●豊かな感性を磨こう　●挑戦を楽しもう　●世の中に向かって正直でいよう 

ファミマシップ  

あ な たと、コンビに 、ファミリー マ ート  

私たちは、常に新しい価値の創造を目指し、お客さまのこころに響く、 

クオリティの高い商品・サービスを提供しつづけます。 

私たちは、加盟店・取引先・社員とともに成長・発展する 

「共同成長の精神（CO-GROWING）」に立脚した事業活動を通じて企業価値を高め、 

すべてのステークホルダーに対する責任を果たします。 

私たちは、国内外を問わず倫理・法令を遵守し、 

オープンでフェアな企業活動によって、社会から信頼される企業を目指します。 

私たちは、常に地球環境への配慮を怠らず、 

安心・安全な生活と夢のある社会の実現に向けて、地域・社会に貢献していきます。 

私たちは、社員一人ひとりの豊かな創造性とチャレンジ精神を何よりも大切にし、 

自らが「感じ」「気づき」「行動する」闊達な企業風土を育みます。 
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 事業データ 

都道府県別店舗数 

2005

2006

2007

2004

2003

10,317

10,688

11,218

9,984

9,544

チェーン全店売上高（単体） ［単位：億円］ 

［年度］ 

サービス 
27,401 

2.4%

ＥＣ 
54,450 

4.9%

直営店 
460 

6.9%

食品 
750,748 

66.9%

加盟店 
6,231 
93.1%

非食品 
289,238 

25.8%

商品分類別売上高（単体） 

［単位：百万円］ 

●商号 

●本社所在地 

 

●電話番号 

●ホームページ 

●設立年月 

●資本金 

●事業目的 

 

●従業員数 

株式会社ファミリーマート 

〒170-6017 東京都豊島区 

東池袋三丁目1番1号 

03-3989-6600（代表） 

http: / /www.fami ly.co. jp 

1981年9月1日 

166億58百万円 

フランチャイズシステムによる 

コンビニエンスストア事業 

2,850名 

●全家便利商店股　有限公司（台湾）  
●BOKWANG FAMILYMART CO.,LTD.（韓国）  
●Siam FamilyMart Co.,Ltd. （タイ） 
●上海福満家便利有限公司（中国） 
●FAMIMA CORPORATION（米国） 
●広州市福満家便利店有限公司（中国） 
●蘇州福満家便利店有限公司（中国） 
 
 

●株式会社 沖縄ファミリーマート  
●株式会社 南九州ファミリーマート　 
●株式会社 北海道ファミリーマート 

国内エリアフランチャイザー 

海外エリアフランチャイザー 

青森 
岩手 
秋田 
宮城 
山形 
福島 

23
95
28

195
88

127
茨城 
栃木 
群馬 
埼玉 
千葉 
東京 
神奈川 
山梨 
長野 

142
111

90
372
279

1,050
492

66
29

新潟 
富山 
石川 
福井 

35
65
69
88

滋賀 
京都 
奈良 
和歌山 
大阪 
兵庫 
 

鳥取 
島根 
岡山 
広島 
山口 

106
137

48
66

648
284

25
24
79

146
18

香川 
徳島 

68
40

愛媛 
高知 

65
23

福岡 
長崎 
大分 
佐賀 
熊本 

260
131

67
49
96

宮崎 
鹿児島 

76
197

（株）南九州ファミリーマート 

（株）北海道ファミリーマート 

沖縄 200

（株）沖縄ファミリーマート 

静岡 
愛知 
岐阜 
三重 

200
446
100
121北海道 23

台湾 
米国 
 

韓国 
中国 

2,247
11

3,787
136

タイ 507

店舗数の推移 

［年度］ ■（株）ファミリーマート　 
■国内エリアフランチャイズ　■海外エリアフランチャイズ 

12,452

13,122

13,875

11,501

10,326

5,718

6,148

6,688

5,077

4,127

450

473

496

430

429

6,284

6,501

6,691

5,994

5,770

2005

2006

2007

2004

2003

 

会社概要 

財務状況 

営業利益（単体・連結） 

店舗数（単体） 

営業時間別店舗数（単体） 

営業総収入（単体・連結） 

［単位：店］ 

［単位：億円］ 

［年度］ 単体■　連結■ 

1,840

1,733

1,625

2,764
1,940
2,978
2,103
3,194

2,529

2,289

2005

2006

2007

2004

2003

297

286

272

326
275
296
286
312

308

290

2006

2007

2005

2004

2003

［単位：億円］ 

［年度］ 

2006

2007

2005

2004

2003

［年度］ 

単体■　連結■ 

従業員数（単体） ［単位：名］ 

2,540

2,717

2,850

2,351

2,245

［単位：店］ 

［単位：店］ その他 
178

2.7%

24時間営業 
6,513
97.3%

2007年度のファミリーマートの財務状況、および

店舗数、運営状況などを報告します。 

※2008年2月末現在 
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「ファミリーマートらしさ」の 
さらなる具現化が、 
企業としての社会的責任を 
果たすことにつながると考えます。 

代表取締役社長 

あなたの家族になりたい 

　ファミリーマートは基本に忠実に、

そして自らを変えていく力、チェーン

としてやるべきことを当たり前にやれ

る継続力をつけることを目指しており

ます。私たちはこれを「原点回帰」と

いう言葉に集約し、すべての行動へつ

なげております。 

　お客さまがご来店された時に、お店

が汚い、挨拶がない、欲しい商品が欲

しい時間に欲しい数量品揃えされて

いないなど、コンビニエンスストアと

して基本的なことがしっかりできてい

ないとその店舗には二度と足を運ん

でいただけません。従いまして、ファミ

リーマートでは基本的で当たり前のこ

とを100％できるお店をいかに増や

していくかに注力しております。一方、

コンビニエンスストアは地域に密着した、

生活インフラとしての地位を固めまし

たが、近年、日本の社会構造は大きな

転換期を迎え、かつての標準的な「家族」

の形態は大きく変化してまいりました。

そこで、私たちは「あなたの家族にな
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りたい」というテーマのもと、「家族の

役割・支援を積極的に果たすコンビニ

エンスストア」として、基本理念である

「気軽にこころの豊かさ」を提案する

ことを目指してまいります。 

 

「風通しの良い会社」 
であるために 

　ファミリーマートは、「内部統制シス

テム構築に関する基本方針」に基づき、

内部統制システムに関して審議する「リ

スクマネジメント・コンプライアンス委

員会」を設置し、さらに「危機管理」、「コ

ンプライアンス」、「情報管理」にかか

わる専門部会を置いて、企業を取り巻

くさまざまなリスクなどへの対応を進

めております。 

　しかしながら、いくら組織上の体制

を整えても、社員一人ひとりの正しい

意識がなければ問題を未然に防止す

ることができませんし、また、問題が発

生した際には取り返しのつかない状況

になっていることもあり得ます。これは、

経営トップの一方的な指示・命令だけ

ではだめだからです。私は、21世紀に

勝ち残る企業とはボトムアップとトップ

ダウンがみずみずしく流れる企業である、

そして、そのような「場」が自然とでき

るようでなければならないと考えてお

ります。たとえば、現場最前線で働く社

員たちととことん語り合う「社長塾」を

これまで70回以上開催しておりますが、

ここでは事前の段取りや資料もなし、

議事録もとらない。今抱えている問題

や悩みを本音で語り合う一方で、経営トッ

プとして感じていること、会社の将来

像などを伝えながら、社員たちが改善

策を自ら提案するように促しています。

上司や部下、部門ごとの壁を取り除い

た風通しの良い環境を作り、自ら「感じ、

気づき、動く」人材を育てる。そのこと

によって、ステークホルダーの皆さま

から信頼されるチェーンになると確信

しております。 

 
安全・安心な食品のために 

　昨今の偽装問題や異物混入事件など、

お客さまの食品の安全・安心に対する

関心が高まっております。ファミリーマー

トはお取引先とともに、国内外の原材

料の安全性確保、そして製造工場から

配送までの各過程で一貫したより高

い水準の管理を行っています。例えば

中食製造工場に対するチェック体制と

して、当社の品質管理担当者や外部調

査会社による定期的な検査や事前予

告なしの検査も実施しております。製

造過程における当社独自の品質管理

基準のもと各工場を評価しております

が、安全・安心な商品をお客さまへご

提供するためには、決して妥協せず、

時には厳しいことも申し上げます。お

客さま、加盟店にとって絶対に良いも

のを作るという強い姿勢が重要です。 

 

環境への配慮、 
「らしさ」活動の推進 

　コンビニエンスストアにおける環境

活動への責任も常に感じております。

ファミリーマートは、約10年前から太

陽光発電の設備を備えた店作りを進め、

更に冷蔵・冷凍・空調機能を一体化さ

せた総合熱利用システム、あるいは

LED看板の導入実験、地球温暖化防

止に効果的な店舗の省エネルギー化

を進めています。一方、1999年にス

タート致しました「生ゴミ回収リサイ

クルシステム」を順次拡大し、その後、

飼料リサイクル化の実験を経て、現在、

都内110店舗で食品残渣を回収し液

体飼料化する、より実用的な取り組み

も開始致しました。物流面におきまし

ても、低公害車の導入拡大を順次図っ

ております。また、2003年から年２回

実施しております全国各地の清掃活

動は、昨年はお取引先を含め2万6千

余人が参加し、年々その規模は拡大し

ております。まさにファミリーマート

の恒例行事となりました。 

　私たちのすべての企業活動の前提

となるのは、３年前から取り組んでい

る「ファミリーマートらしさ推進活動」

です。この活動は、店舗オペレーショ

ンや商品開発、販売促進だけではなく、

企業としての社会的責任を果たすう

えで、ファミリーマートに関係するす

べての人々がファミリーマートらしさ

とは何か、そして自分なら何ができる

のか具現化していく幅広い活動です。

これが加盟店・本部の一体感を高め、

現在、そして将来の成長を支えるファ

ミリーマートの強みなのです。 
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ファミリーマートの事業活動 社会とのかかわり 

全国の店舗を通して、 
お客さまや社会との結び付きを深め 
社会的な責任を果たしてまいります。 
ファミリーマートの店舗は、日本全国に広がっています。それぞれの店舗は、多くの

お客さまにご利用いただき、それぞれの地域と深く結び付いています。また、ストア

スタッフとして働く人々、中食商品の製造委託工場や取引先の人々に支えられな

がら事業活動を進めています。ここでは、ファミリーマートに関するさまざまな数値を

通して、ファミリーマートと社会とのかかわりを紹介します。 

1

店舗の 
展開 2008年2月末現在の国内の総店舗数。

2007年7月に7,000店舗を突破しました。 

 

●ファミリーマートの店舗数は 

              7,187店 

●ファミリーマートの 
　店舗がある都道府県は 

　　　　  47都道府県 
 
2006年の北海道進出で全都道府県への

出店を達成。国内のどこでもご利用いた

だける全国ネットワークが完成しました。 

 

●24時間営業の店舗の割合は 

　　　  97.3 %

ファミリーマートの店舗はほとんどが24時

間営業。生活スタイルが多様化するいま、

さまざまなお客さまに対応しています。 

 

 

●店舗を利用されるお客さまは 

　　　　       年間約22億人 
全国のファミリーマートの1年間のご来店

客の総数。老若男女を問わず、さまざまな

お客さまにご利用いただいています。 

 

一人でも多くのお客さまに、いつで

もどこでも「気軽にこころの豊かさ」

をお届けするため、年々出店エリア

を拡げ、店舗数も増やしています。 

商品・ 
サービスの 
提供 
 

食品から日用品まで必要な商品がな

んでも揃う体制を整えています。また、

常にお客さまや時代のニーズを見据

えたサービスを開発・提供しています。 

 

生活必需品から暮らしを豊かにする商品まで、

バラエティ豊かな品揃えを実現しています。 

●取扱商品の種類は 

              約2,600種 

 

各地域の特産品を使用したさまざまな商品

を販売しています。 

●「地産地消」商品の種類は 

             約350 アイテム 

子どもからお年寄りまで大好きなフライドチ

キン。骨なしのファミチキも人気があります。 

●フライドチキンの年間販売数は 

                   約1.2億個 

1店舗あたり1日平均7.7回の配送を行うこと

で、つねに鮮度の高い商品をお届けしています。 

 

●配送車の台数は 

               約2,300台 

（国内エリアフランチャイズ含む） 

（国内エリアフランチャイズ含む） 

（国内エリアフランチャイズ含む） 

（国内エリアフランチャイズ含む） 
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店 

　 

雇用や 
取引の 
創出 
 

積極的に店舗展開や新商品・新サ

ービスの開発を進めるファミリーマ

ートの事業活動は、雇用の創出や経

済の活性化にも貢献しています。 

 

地域や 
社会への 
貢献 
 

店頭募金活動や地域の環境美化活動などの

ほか、“いつでもどこでも”の業態を活かして、

安全・安心の拠点としての役割を担っています。 

全国のファミリーマートで働くストアスタッ

フの総数。1店舗あたり約20人として計算。 

●店舗で働くスタッフは 

         約14～15万人 

集まった募金は、民間団体（NGO・NPO）を通じて「世界の子どもたちと地

球の未来のため」に有効に使われています。 

●「夢の掛け橋募金」 

・お客さまの募金額は                      年間約1.8億円 
・（株）ファミリーマートの寄付額は  　年間約1.6千万円 
  

2007年度は「能登半島地震」「新潟県中越沖地震」の被災地に対し義援金

募金活動を行い、多くのお客さまにご協力をいただきました。 

●「災害義援金」のお客さまの募金額は 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 約2.7千万円 

災害時には、地域住民に生活必需品を提供し、帰宅困難者の支援を行うなど、

重要なライフラインの役割を担います。 

●災害時支援協定 

・帰宅困難者支援は　　　　　　　　　　　　　11件 
・物資供給は    　　　　　　　　　　　　　　　13件 

おむすびや弁当等の中食商品を製造する

委託工場では、合わせて約2万人の方々が

働いています。 

●製造委託工場の数は 

                     65工場 

加盟店の運営サポート、商品開発、物流管理

など、お客さまに喜ばれる店づくりに携わっ

ています。 

●（株）ファミリーマートの従業員数は 

                2,850人 

 

各工場や各メーカーから送られてきた商

品をストックし、各店舗に配送する配送セ

ンター。ここでは総勢約9,000人の方々

が働いています。 

●配送センターの数は 

                   　  89

 

（国内エリアフランチャイズ含む） 

（国内エリアフランチャイズ含む） 

※数値は2007年度の実績です。 
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事業エリア 

 

ファミリーマートのマテリアルフロー 

軽油、天然ガス 

軽油、ガソリン 

電気、水、ガス 
重油、用度品 

ガソリン 

電気使用量／192千kWh 
水道使用量／360m3

電気・水 
フライヤー油、用度品 

電気、水、コピー用紙 
事務用品 

Input

電気使用量／4,224千kWh 
コピー用紙使用量／47,978千枚 

電気、水、原材料 
石油類、包材、物流包装 

製造メーカー 

（数値はすべて年間のデータです） 

■市町村による処理 
生ゴミ／3,803kg（一部地域でリサイクル稼働） 
その他可燃ゴミ／6,326kg 廃プラスチック／758g 

■市町村・業者によるリサイクル 
缶／805kg  ビン／707kg  その他／895kg 

■古紙回収業者によるリサイクル 
ダンボール／5,085kg

排ガス 

排ガス 

排ガス 

排ガス、排水、騒音、臭気、廃棄物（生ゴミ、ダンボール） 

事業系廃棄物（紙ゴミ、備品）、排水 

排ガス、排水、騒音、振動、臭気、廃棄物 

配送センター 

■廃棄物排出量 
可燃ゴミ／37,709kg    不燃ゴミ／21,231kg 

■分別回収リサイクル 
ダンボール／10,230kg    文書類／66,300kg 
シュレッダー／8,280kg

排水、フライヤ－廃食用油、一般廃棄物 
 （生ゴミ、可燃ゴミ、廃プラスチック、 缶、ビン、ダンボール、その他） 

容器・包装（家庭系廃棄物） 

Output

お客さま 

販
売 

2005年度 

2006年度 

2007年度 

単位：t
ファミリーマート全体の二酸化炭素排出量 　全体の約85％を占める店舗の電気使用量については、電力会社から毎月送付

される電気料金請求書記載の使用量データを集計しました。また、賃借物件の場合、

貸主からの請求書等に記載された電気使用量に基づいて抽出していますが、一部

店舗で不明な場合があります。この場合は平均値を使用しています。 

　また、商品を配送センターから店舗へ届ける配送業務については、管理会社、運

送会社に委託しているので、専用配送車両の軽油・CNG使用に伴う二酸化炭素排

出量は、管理会社から提供されたデータに基づいています。 

社有車ガソリン使用量／3,094千L

二酸化炭素排出量算出にあたって 

本社・事務所 

関連エリア 

納
品 

１店舗あたり 

 本社・事務所合計 

１店舗あたり 

店
舗
巡
回
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
） 

本社のみ 

572,340

568,321

539,868

納
品 

関連エリア 

物流車両 

社有車 

専用配送車両 

店 舗 

ファミリーマートの事業活動  環境とのかかわり 

チェーン全体の環境負荷を把握し、 
環境保全活動に取り組んでいます。 

2

CO2排出 

CO2排出 

CO2排出 

CO2排出 
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CO2排出量 

0

500

1,000

1,500

2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

0

200,000

400,000

600,000

2005 2006 2007（年度） 

（ｔ） 

2005 2006 2007（年度） 

（ｔ） 

2005 2006 2007（年度） 

（ｔ） 

2005 2006 2007（年度） 
廃プラスチック排出 

（ｔ） 

1,605 1,661
1,432

6,756 7,312 7,184

55,263 58,059 60,458

476,244
505,308

499,246

電気使用 

44ページ 

44ページ 

41ページ 

39ページ 

（　 ＝10,000t） 

33,020 21,749 13,449

483,559 485,797443,224

ファミリーマートはこれまで事業活動に伴う物質収支・物質循環の数値を正確に把握することで、

より効率的な環境負荷の低減を図ってきました。今後、地球温暖化防止の視点からCO2排出

量に着目し、より一層の排出削減を目指します。 

過去3年間推移 2007年度実績 

●本社・事務所 

●社有車 

●専用配送車両 

●店舗 

削減の 
取り組み 

1,432t （全体比 0.25%）（電気使用） 

7,184t（全体比 1.26%）（ガソリン使用） 

60,458t （全体比 10.65%）（軽油・CNG使用） 

499,246 t （全体比 87.84%）（電気使用：485,797t＋廃プラスチック排出：13,449t） 
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家庭の食卓にのせるような、 

こまやかな気遣いで 

商品を開発しています。 

 特 集  

ファミリーマートでは「家族代替コンビニ宣言! あなたの

家族になりたい」というコンセプトに基づき、中食商品に

おいて、家族に食べてもらう料理をつくるような気遣い

で商品作りを進めています。安全・安心であること、そして、

おいしくてぬくもりがあって、健康にも配慮されていること。

それは、毎日多くのお客さまに食品をお届けしている企

業としての責任です。ここでは、オリジナルブランドとし

て好評の「三ツ星パスタ」「Sweets＋」「できたてファミ

マキッチン」を取り上げ、それぞれの開発担当者の商品

づくりへの思いを紹介します。 

商品本部　デリカ食品部　 
ＦＦ・調理麺・調理パングループ 

山田 みちる 

「麺のおいしさ」にこだわり、「手軽に本格感」のある本物

の素材と調理法にこだわったメニューを開発しています。

例えば、3月に発売した「フレッシュ水菜と明太子のパスタ」

には北海道産タラコで作った明太子を使用しました。こ

れは今まで使用していた明太子に比べるとプチプチした

食感が全然違うんですよ。仕入れが困難だったり、プチプ

チ感を活かしたソースづくりに試行錯誤したり、非常に苦

労しましたが、おかげさまで予想を上回るご好評をいだ

たきました。ほかにも風味の良い国産シメジを使い、利

尻産昆布と焼津産鰹節で取った白だしで仕上げたパスタ

など、素材にこだわったメニューを数多く発売しています。

今後は、和風パスタの種類を増やしながら、イタリアの郷

土料理なども紹介していきたいと考えています。 

プチプチの食感に 

こだわったら、 

「北海道産タラコ」に 

行きつきました。 

三
ツ
星 

パスタ 

パスタにはデュラムセモリナ100％の麺を使い、イタリア産ト
マト、エクストラバージンオイルなど本場の素材にこだわった
本格パスタのオリジナルブランド。定番メニューに加え、ほぼ毎
週新メニューが登場しています。 

「三ツ星パスタ」とは・・・ 
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8つの商品コンセプト 

特  

集 

商品本部　デリカ食品部　 
軽食・チルド飲料グループ　デザート担当 

宮井 真一 
 

商品本部　デリカ食品部　 
FF・調理麺・調理パングループ　 

小川 真一 

人気パティシエ監修の本格デザート「パティシエスイーツ」

や、男性にも気軽にお選びいただける「男のスイーツ」な

ど、趣向を凝らした商品を開発しています。最近では、ス

イーツは好きだけどカロリーが気になって食べられない

という方のために、89kcalの「グレープジュレ」をはじめ、

100kcal未満の健康志向スイーツを作りました。美味し

さはそのままにカロリーを抑えるのは大変でしたが、低

カロリーの麦芽還元液糖を使い、特製ソースやフルーツ

をトッピングすることで、美味しさ、見た目ともにご満足い

ただける商品に仕上げました。今後は、中高年層向けに

和素材を使ったものやミニサイズのものなど、お客さま

の声に耳を傾けながら、幅広い層にお楽しみいただける

よう、バリエーションの充実に努めていきたいと思ってい

ます。『Sweets＋』では、「８つの商品コンセプト」の中で

も特に「リラックス」「遊びごころ」を意識して開発してい

ますので、そんなところも感じていただけたら嬉しいです。 

 

『できたてファミマキッチン』では、家庭で味わえるよう

なできたての温かいメニューをご用意しています。商品

開発においては、店内で揚げる、蒸す、煮るなどの最終調

理を行いますので、いつでもどこでも同じ美味しさが再

現できる工夫や管理が重要ですね。また、おでんは地元

の味にこだわって、地域ごとにつゆやおでん種を変えたり、

高カロリーの揚げ物の代わりに衣をつけずに温める商品

を考案するなど、同じメニューでも調理法や味を変える

ことで、さまざまなニーズにきめ細かく対応しています。

原材料の調達から店舗までのトレーサビリティや品質管

理も徹底し、ご家族揃って安心して召し上がっていただけ

る商品をお届けしています。 

2006年から登場したファミリーマートオリジナルのスイーツ
ブランド。手軽なデザートから、有名パティシエ監修の「パティシ
エスイーツ」、男性にお薦めの「男のスイーツ」など、幅広いラ
インナップが魅力の手作り風デザートです。 

こんなデザート 

あったらいいな。 

お客さまの声を 

カタチにします。 

Sweets＋ 

フ
ァ
ミ
マ
キ
ッ
チ
ン 

できたて 

ジューシーな味わいが人気のフライドチキンをはじめ、
中華まんやおでんなど、できたてのおいしさと食材、
製法、味付け、品揃えにこだわったファストフードメニ
ュー。調理したてを瞬間冷凍したカレーライスやピラ
フなどの冷凍米飯シリーズもあります。 

8つの商品コンセプト 
自分のためだけでなく、周りの誰かを 
喜ばせられるような商品 

お客さまが参加して楽しめる共に作り上げる商品 

「家族」「家庭」「ファミリー」を感じさせる商品 

コト・記憶・体験に訴える商品（感性に響く商品） 

「遊びごころ」を感じさせる商品 

「リラックス」「ゆとり」「リフレッシュ感」を 
感じる商品 

手軽に「本格感」を味わえる商品 

環境・社会貢献につながる商品 

ファミリーマートでは、“ファミリーマートらしさ”の発想の原点である「気
軽にこころの豊かさ」を具現化した商品づくりのため「8つの商品コン
セプト」を設定しています。 

1

2

3

4

5

6

7

8

心まであたたかく 

なるような 

「できたて」を 

お届けしています。 

「Sweets＋」とは・・・ 

「できたてファミマキッチン」とは・・・ 
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 特 集  

ファミリーマートでは、お客さまや地域社会と協力しながら、

より良い社会をつくることを基本姿勢にしています。こ

の方針に基づき、地域の美化活動やセーフティステーシ

ョン活動、さらには店頭での募金活動など、さまざまな地

域・社会貢献活動を積極的に進めてきました。そして

2008年3月からは、新たな取り組みとして、財団法人ベ

ルマーク教育助成財団が主催する「ベルマーク運動」

への参加をスタートしました。 

流通・小売業で初めて参加 
　地域社会貢献活動に積極的に取り組んでいるファミリーマート

では、つねに新たな地域・社会への貢献方法を模索しています。

そして今回は、50年近くにわたって子どもたちを支援し続けてい

る「ベルマーク運動」に参加することで、お客さまと一緒に活動し

ていくことを決めました。これは、ファミリーマートがオリジナル商

品を多数開発し、47都道府県に全国展開しているコンビニエン

スストアであることから実現できたもの。「マークを集めるだけで

はじまるボランティア」としてお客さまが気軽に地域や社会に貢献

できる場を提供し、各店舗がお客さまと地域住民の皆さま、さらに

は子どもたちやPTAをつなぐ橋渡し役になることで、より地域に

密着した店舗運営を進めていきます。 

　なお、流通・小売業の分野では、ファミリーマートが「ベルマーク

運動」への参加を果たした初めての企業となります。 

安全・安心なおむすび全品にベルマーク 
　ファミリーマートのすべてのおむすびのパッケージにベルマー

クを付けています。おむすびを対象とした理由は、全店で販売し

ていること、幅広い層のお客さまにお買い求めいただいているこ

と、安全・安心な商品づくりに取り組んでいることなどが挙げられ

ます。 

　ファミリーマートのおむすびは常時20～25アイテムご用意し

ており、厳選したお米と具を有明産海苔で包む「手巻おむすび」

シリーズをはじめ、しっとりした海苔の食感が懐かしい「直巻おむ

すび」、健康志向の「発芽玄米おむすび」などをラインナップ。そ

のほか、季節や地域限定の特製おむすびもあります。また、お客

さまに安全で安心な商品をお届けするため、原材料の調達から

販売に至るすべてのプロセスで徹底

した品質管理を行い、合成着色料、

保存料、甘味料は一切使用して

いません。 

　この「おいしさ」と「安心」

にこだわったおむすびを

通して、お客さまとと

もに地域社会に貢

献していきます。 

お客さまと連携して 

地域との絆を 

さらに深めていきます。 
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ファミリーマート 

家庭 

学校（PTA） 

ベルマーク教育助成財団 

 

備品・学用品 

ベルマーク 

ベルマークを切り 
取って集める。 

●ベルマーク運動のしくみ 

集めた点数分のお
金が学校に入り、
備品や学用品の購
入に当てられます。 

ファミリーマートで 
「おむすび」を購入 

 

おむすび 

集めたベルマークを 
学校へ持って行く 

 

学校（PTA）がベル 
マークを仕分け・整 
理して、財団に送る 

特
　
集 

学校の備品・学用品を子供たちに 

　ベルマーク運動は、「すべての子どもに等しく、豊かな環境の

なかで教育を受けさせたい」という願いを込めて1960年から

始まりました。その輪は年々広がり、現在は全国の小・中・高校

など2万8千余校（2008年2月時点）が参加しています。仕組

みは、協賛会社の商品に付いているマークを集めて整理し、ベ

ルマーク教育助成財団に送ると、点数に応じて学校に必要な教

材備品を協力会社から購入できるというもの。さらに購入金額

の10％分が寄付金となり、財団を通じて養護学校や災害被災校、

発展途上国の教育援助に使われるなど、その活動は海外にまで

及びます。この夢のある社会貢献活動にファミリーマートも賛

同し、積極的な協賛を続けていきます。 

取締役 常務執行役員 
管理本部長 
内部統制部管掌 
社会・環境推進部管掌 

宮本芳樹 
 

　ベルマーク運動は1960年にスタートし、学校教育設備の助

成を目的とした大変意義のある取り組みであると認識しています。

当社はベルマーク運動の活動に賛同し、是非協賛企業としてお

手伝いを致したく申し出ました。その結果、流通・小売業として

初めてベルマーク運動に参加することとなり、2008年3月11

日より手巻きおむすびのパッケージにベルマークの貼付を開始し、

4月1日からはおむすび全品に付けています。  

　ファミリーマートの店舗はそれぞれの地域社会において、ご来

店下さるお客さま一人ひとりに支えられて経営が成り立っていま

す。お蔭様で今やファミリーマートの存在は商品、サービスの提

供にとどまらず、何かあった時に地域社会を支える社会的なイン

フラであるとまでご認識いただけるようになりました。　  

　災害時の生活物資の供給、夢の掛け橋募金による民間団体へ

の支援、地域の清掃活動等ファミリーマートに求められる社会的

な役割は広がっています。この度のベルマーク運動への参加を

通して、より一層地域社会に貢献していくことが当社の責務であ

ると考えます。  

　ファミリーマートは2008年度、「あなたの家族になりたい」

を基本コンセプトとして企業活動を展開し、あらゆる人たちにと

って家族の代替機能を果たすコンビニエンスストアを目指します。

ベルマーク運動は、マークを集める「家庭」、マークを仕分ける

「PTA」、「学校」など地域社会に支えられた活動です。ファミリ

ーマート店舗もそれぞれの地域社会で大いにこの運動に貢献し

ていきたいと考えます。 

おむすびの種類によって

ベルマークの色や付いて

いる場所が異なります。 

地域の皆さまに、 
さらに貢献していくために。 
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検査基準の厳格化 

製造委託工場の品質衛生管理 

　ファミリーマートの中食商品（おむすび・

寿司・弁当・惣菜・サラダ・サンドイッチ等）

は全国65の製造委託工場で作られてい

ます。これらの工場の品質衛生管理を徹

底するため、中食商品の製造委託の取引

先で組織される「日本フレッシュフーズ協

同組合（NFF）」と協力しながら、商品本

部および品質管理部による点検を行って

います。また、定期的に各工場へ、外部の

衛生総合コンサルタント会社による品質

衛生点検を実施。「食品衛生法」をはじめ、

「HACCP（危害分析重要管理点）」

「ISO9001（品質管理マネジメントシス

テムの国際規格）」等の世界標準に基づ

いて、多岐にわたる厳しい点検を行い、常

に品質衛生管理レベルの向上を目指して

います。 

　2007年には、この検査の評価基準を

さらに厳格化し、品質衛生点検に「重点管

理項目」を設定しました。「重点管理項目」

に不備があった場合は、翌月に再点検を

行い、改善が認められるまでは再点検を

継続する仕組みとなっています。また、迅

速かつ厳格な改善ルールを各工場に求め

ることで、製造プロセスにおける食の安全・

安心を確保しています。 

厳格な品質管理体制で、お客さまの信頼に応えます。 

品質衛生管理基準の徹底 

ISO9001の取得奨励 

　中食商品の製造委託工場に対して、

「ISO9001」の認証取得を奨励し、

2008年度は100％の取得を目標に、さ

らなる衛生管理強化を行っています。こ

のISO9001とは国際規格の品質管理マ

ネジメントシステムで、この認証を継続的

に保有している会社は、優れた製品やサー

ビスを顧客へ提供していると評価されます。

　ファミリーマートでは、本部の品質管理

部内にISO9001審査員資格をもったコ

ンサルタントを置き、中食商品の製造委

託工場に対して品質管理に関する指導を

行うとともに、各工場の認証取得を支援し

ています。また認証取得後も、品質管理

体制の維持とさらなる向上を目指すために、

各工場内の内部監査員養成を行い、継続

的な支援を続けています。 

 

工場点検表 

　製造委託工場で働くすべての従業員が、

ファミリーマートの品質衛生管理基準を

理解し、食の安全・安心に対する共通認識

を持っていただくため、工場で働く方の品

質衛生管理ルールをまとめた「工場の約

束事」を作成・配付しています。 

　とくに近年は工場で働く外国人従業員

が増えていることから、2008年2月には

外国語版「工場の約束事」8ヶ国分（ポル

トガル語、タガログ語、英語、スペイン語、

ベトナム語、タイ語、韓国語、中国語）を作

成。従来もイラストを多用して誰もがわか

りやすいように配慮していましたが、母国

語で見て、読むことができるようにするこ

とで、より深い理

解の浸透を図り

ました。外国人

従業員へのアン

ケートでも「日頃、

気を付けている

内容の本質がわ

かった」などの

声が寄せられて

おり、衛生意識

の向上に役立っています。 

ファミリーマートは小売業としての社会的責任のもと、法律よりもさらに厳しい独自の品質

衛生管理基準を設け、原材料の調達から工場での加工、店舗販売に至るすべてのプロ

セスで安全管理を徹底し、お客さまに安心して召し上がっていただける食品をお届けして

います。 

製造している商品に合わせた「米飯惣菜」「調理麺」「野菜サ
ラダ」「デザート」の4つの工場点検表にて検査を行っています。 

外国語版「工場の約束事」。
8ヵ国分作成し、ほとんどの外
国人の方をカバーしています。 

食の安全・安心 

お客さまとともに 
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●名称 
●製造年月日・時間 
●製造者 
●原材料名 
●添加物名 
●消費期限 
●栄養成分 
●保存方法 

●アレルギー表示 
（義務5品目および推奨20品目） 

●容器材質識別表示 
●価格 
●レンジ加熱目安 
●保存料・合成着色料・甘味料不使用 
●容器のフチで手指を 
  切らないようご注意ください。 

惣菜・サラダ・ 
調理パン・調理麺・ 
スナック麺 

弁当・寿司・ 
おむすび 

合成着色料 

合成保存料 

合成甘味料 

天然保存料 

天然甘味料 

2002年3月より使用中止 

2002年10月より使用中止 

2002年10月より使用中止 

   

2005年1月より使用中止 

2003年9月より 
使用中止 

2003年3月より 
使用中止 

社
会
性
報
告 

食材・添加物の管理 

　中食商品に使用する食材（原料）をファ

ミリーマート品質衛生管理基準のもと、そ

の審査を通過したものだけを全国の製造

委託工場に供給しています。また新規食

材は、事前に検査証明書の確認や工場点

検を行い、合格したメーカーの食材だけ

を仕入れています。また、各製造工場にお

いても食材の受け入れ検査を実施し、安全・

安心を確認できたものだけを使用してい

ます。 

　食品添加物については、2002年3月

より「添加物総量の削減」に取り組んでい

ます。品質の確保とおいしさの持続を両

立しながら段階的に削減を進め、2005

年１月には中食全商品について合成着色料・

保存料・甘味料の使用を中止しました。 

店舗での品質管理 

サーマルラベルの表示 

食品情報の提供 

　商品に貼付するサーマルラベルには、

「JAS法」「食品衛生法」および「容器包

装リサイクル法」で表示が義務づけられ

ているものだけでなく、ファミリーマート

独自の表示基準を設け、お客さまに役立

つ商品情報を公開しています。 

　例えば「アレルギー表示」については、

法律で義務付けられている5品目に加え、

推奨20品目も表示し、アレルギーをお持

ちの方が安心して商品を選べるよう配慮

しています。また熱量についても、商品に

よってはご飯とおかずを分けて表示する

など、お客さまが知りたいと思われる情報

を正確にお知らせしています。 

　そのほか、ゴミの分別にも役立つ「容器

材質の識別表示」や、「栄養成分」、「レン

ジ加熱の目安時間」、「製造工場とその連

絡先」、「取り扱いに関する各種注意」、「保

存料・合成着色料・甘味料不使用」なども

表示しています。 

サーマルラベルの表示内容 

食品添加物の削減 

　商品の品質を保持するため、納品され

た食品は温度管理された清潔なケースに

陳列し、常に鮮度の高い状態で販売して

います。また、より安心してお召し上がり

いただけるよう、メーカーが設定した賞味

期限および消費期限よりも前に、ファミリー

マート独自の「販売期限」を設定していま

す。 

　毎年6月には全店で「品質衛生強化キャ

ンペーン」を実施。気温が上昇するこの

時期に、店舗・お取引先工場・物流センター・

本部が一丸となって、販売期限管理の徹

底や、品質管

理の強化に取

り組み、意識

の啓発を図っ

ています。 
2007年度の「品質衛生強化キャン
ペーン」ポスター 
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食の安全・安心を厳しくチェックしています。 

ファミリーマートでは、製造を委託している弁当工場に対して、 

厳格な品質衛生点検を実施しています。 

食に関する不祥事は、絶対にあってはならないことです。 

そのためには、品質・衛生管理に厳しい基準を設けるとともに、 

日々その基準を遵守し、継続していくことが重要であると考えています。 

弁当工場の品質衛生点検 

　ファミリーマートでは中食商品の製造委託工場に対し、品

質衛生点検を実施しています。工場としては、いつ点検が行

われるか把握していないため、ふだん通りの工場を見られる

ことになります。点検は、現場の衛生管理状況と書類の点検

を行います。 

　点検項目の中にはいくつかの「重点管理項目」があり、不備

があった場合は、工場にその場で改善を要請します。 

　ファミリーマートでは厳格な品質衛生管理基準を設定し、

工場と協力してさらに安全・安心な商品をお客さまにお届け

していきたいと考えています。 
[訪問先] 株式会社ファーストフーズ　武蔵工場 

埼玉県入間市にあり、社員は24名。昼180名、夜80名のパートさんとともに、
24時間体制でファミリーマート約400店舗分の弁当を製造しています 

私どもの工場には、ファミリー

マートさんの品質管理担当

者をはじめ、商品開発部門

の方、それに外部の検査会

社の方が予告なしに点検に

お見えになります。また、私

ども独自の点検も行います

し、本社から品質管理担当

や役員、営業部員が訪れ、

それぞれに品質管理、衛生管理について気づいたこと

をアドバイスしてくれます。ファミリーマートさんの品

質衛生点検は、ほかに例のないくらい厳しいものだと

感じていますが、これまでさまざまな方からいただい

たご意見を活かしながら、品質管理の一層の充実を図

り、食の安全・安心を実現していきたいと思います。（小

島敬一さん） 

私は本社の品質管理部から駐在という形でこの工場

にきています。工場の品質管理の責任は私が負ってい

ます。ファミリーマートさんの品質衛生点検をクリア

することは品質管理責任者として重要な使命ではあり

ますが、そのために大切なことは、ふだんから品質管

理の徹底を図り、それを毎日の習慣とすることだと考

えています。たまたま点検の日だけきちんとできても

ダメなんですね。食の不

祥事は、起こしてから何

とかしようとしても遅い

わけですから。起こさな

いために、毎日毎日、管理

をきちんやっていく。そ

れを心がけていきたいと

考えています。（大津竜

也さん） 

 
株式会社ファーストフーズ　 
武蔵工場 

工場長　小島敬一さん 

株式会社ファーストフーズ 
品質管理担当　大津竜也さん 

左から二人目がファミリーマートの点検者
（品質管理部マネジャー　飯島） 

品質衛生管理の徹底は、点検の日だけでなく、 
習慣化することが大切です。 
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弁当工場の品質衛生点検  

主な点検内容 

工場に入る全員、入り口で「健康チェック表」に、健康状況、

傷の有無等について記入します。「品質衛生点検」では、

その記載状況を点検します。 

来場者の健康状態を確認しているか？ 

「清掃進捗管理ボー

ド」を見て、工場内の

調理設備や使用器

具等についての清掃

計画とその実施状況

を点検します。 

清掃を計画的に行っているか？ 

先に入荷したものから使

う「先入れ先出し」ができ

ているか、また、原材料の

賞味期限記録や、肉・野

菜・魚の区分状況、生野

菜・果物の入荷・在庫・

廃棄記録などを原料保

管庫内で点検します。 

原材料の保管状況は適切か？ 

入室者には、服装や衛生状態について守るべきルールが細か

く定められており、その遵守状況について点検します。 

入室時の服装や手洗いはルール通りか？ 

工場内では、廃棄しなければならない原材料や製品等が生

じることもあります。これらが他の品と混ざることがないよう、

それぞれの工程でしっかりと区分けできているかどうかは、重

要な点検項目です。 

 

廃棄物は区分けされているか？ 

従業員は「健康チェック表」へ記載し
ます 

外来者は、外来専用「健康チェック表」
に記載します 

粘着ローラーで、作業服の 
付着物を入念に取り除きます 

着用状況を細かく 
チェックします 手洗いとすすぎは30秒以上行います 爪と指の間はブラシを使います エアシャワー室を通って工場内へ入ります 

青のカードは「完了」、赤のカードは「未了」。
カードに記載された数字は、完了日（青）と
実施予定日（赤）を表します 

箱に貼られた「入荷日票」の確認。原
材料は日付の古いものが上にくるように
して積むのが、「先入れ先出し」の基本 

賞味期限切れ等の原材料が区分け管理
されているか点検します 

余った食材は、速やかに廃棄物置場へ
移動されているか点検します 

包装状態の悪い製品等は「不適合品管
理フダ」に不適合理由を記載し、専用ケ
ースで区分けしているか点検します 
 

受注数量を超えて作った製品があった場
合は、区分けして管理されているか点検し
ます 

Check
1

Check
2

Check
3

Check
5

Check
4

 

Check・・・ファミリーマートの点検者による弁当工場の「点検ポイント」 
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調理する食材は原料

保管庫から解凍室へと

運ばれます。解凍室で

は、食材を種類ごとに

分け、それぞれ適切な

方法で解凍しているか

点検します。 

 

加熱調理を行った揚げ物等の食材について、基準通

りの温度になっているか点検します。加熱後は直ちに

品温計で中心温度を測定します。あわせて、調理日報

への温度の記載状況も点検します。 

 

食材が直接触れる器具等については、細菌の拭き取

り検査を行います。清潔な状態で商品を製造している

か点検します。 

ザルなどの備品類にひび割れ等があると、欠けたとき、製品へ

混入する恐れがあります。手に取って点検し、ひびや割れを見

つけたら、直ちに正常品に交換するよう指示します。 

解凍方法は適切か？ 

加熱調理時の中心温度は？ 

異物混入の危険性はないか？ 

器具は清潔か？ 

生肉の解凍状況を点検します 

加熱しないで使用する食材
の解凍状況を点検します 

加熱して使用する食材の解凍状況を点検します 

加熱調理 

品温計の表示を点検します 

中心温度の計測 

流水で解凍中の生肉の表面温度を
照射温度計で計測して温度上昇が
ないか点検します 

ザルに破損がないかを点検します 

包丁の拭き取り 

まな板の拭き取り 

トッピングラインの拭き取り 

検体 

Check
6

Check
7

Check
8

Check
9
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弁当工場の品質衛生点検  

社
会
性
報
告 

冷却後の中心温度は？ 

加熱調理が終わった食材は、細菌の増殖を防ぐため直

ちに冷却されます。冷却後の温度が基準通りか点検し

ます。また、冷却温度記録表の記載状況を点検します。 

冷却後の中心温度の計測 

冷却温度記録表への記載 

金属検出機の使い方は適切か？ 

盛り付けが終わった弁当に金属混入があった場合に備え、製造ラインに

は金属検出機が設置され、全品がその中を通過するようになっています。

この検出機が正しく運用されているかどうかさまざまな点検をします。 

トッピング指示書を確認しているか？ 

弁当の盛り付け工程では、トッピング指示書に従って盛

り付けを行います。別の製品の盛り付けを始める前に、

トッピング指示書を確認しているかを点検します。 

 

製造前のトッピング指示書の確認 

製造中もトッピング指示書を置いて、 
随時確認を行います 

テストピースを
使い、金属検出
機の設定と反
応を点検します 

記録の保管・管理状況は？ 結果報告 

点検結果について工場

に対し説明し、改善を要

するものがあった場合は、

原因追求と具体的な改

善計画の提示を要請しま

す。特に重点管理項目に

ついてはその場で改善を

実行していただき、安全・

安心な商品が製造される

よう指導しています。 

項目別にファイリングされた記録を詳細にチェック 

金属検出機は、製
品に応じて適切な
設定が行われてい
るか、設定一覧表を
点検します 

トッピング日報に
記載された、製品
の設定ナンバー
を照合します 

金属検出機で反応
した製品があった場
合に保管する専用
BOXを設置。反応
した製品は直ちにラ
イン責任者が再検
査を実施します 

製品に何か問題があったとき、いつ、だれが、どんな原

材料で、どんな調理を行い、どのように出荷したかなど

について、その商品の製造履歴をきちんとたどれること

が重要です。ファミリーマートでは、記録の整理・保管

を工場に求め

ており、その管

理状況を点検

します。 

Check
10

Check
12

Check
13

Check
11
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便利さを追求し、社会へ貢献します。 

病院内の店舗 

病院・自治体への出店 

　ファミリーマートは、今年度、いくつかの

地域で病院内への出店を行いました。お

買い物が不便だった入院患者さんをはじめ、

お見舞いに訪れた方、多忙な医師や看護師、

院内スタッフの方々に喜ばれています。 

　病院内の店舗は、さまざまな患者さん

が利用されるため、車イスのままでお買い

物ができるよう通路幅を広く、またレジカ

ウンターを低くするといった配慮をして

います。店舗によっては、来店が困難な入

院患者さんのために各フロアを回るワゴ

ン販売を行っているほか、患者さんやお

見舞いの方々にくつろいでいただくイー

トインコーナーを設けたり、耳の不自由な

お客さまのために手話のできるストアスタッ

フを配置したりしています。 

　各店舗とも、通常の商品に加えて大人

用紙おむつ、ガーゼ、腹帯、お見舞い用の

造花など、病院ならではの商品を揃えて

います。 

　ファミリーマートは、これまであまりコンビニエンスストアのなかった場所や施設の中にも積極的に出店しています。新しい場所に新し

い利便性を提供するというだけでなく、立地特性にふさわしい店舗設計や什器、商品やサービスをお届けすることで、お客さまのニーズに

お応えしてまいります。 

自治体庁舎内・敷地内の店舗 

　ファミリーマートでは、多くの職員の方

が働き、来庁される方も多い、地方自治体

の庁舎へも積極的に出店を図っています。 

　庁舎内あるいは庁舎敷地内の店舗は、

職員の方々に対し福利厚生的な機能を持

つ一方で、来庁される皆さまに対し、地域

PRの場としてさまざまな活用法が考えら

れ、コンビニエンスストアの新しい形とし

て期待されます。2007年は、2店舗を出

店しました。 

利便性の向上 

お客さまとともに 

同病院1階に2007

年5月開店。都内初

の病院内店舗です。 

九州でも有数のベッ

ド数を誇る同病院1

階に2007年5月開

店。福岡県初の病院

内店舗となりました。 

病棟地下1階に2007

年6月開店。県内の公

立病院にコンビニエン

スストアが出店する初

のケース。 

地下2階に2007年8月開店。イー

トインコーナーがあるほか、大阪市

の高度浄水処理水を加熱殺菌したペッ

トボトル「ほんまや」や、印鑑など、ユ

ニークな商品を揃えています。 

 

市役所敷地内に2007年12月開

店。店内に市政PRコーナーがあ

るほか、市の名産品や農産物等、

市文化会館の公演チケット、市刊

行物等を販売。また夜間の住民票

受渡サービスも実施しています。 

秦野市役所前店（神奈川県・秦野市） 

武蔵野赤十字病院店（東京都・武蔵野市） 九州医療センター店（福岡県・福岡市） 横浜市立市民病院店（神奈川県・横浜市） 

大阪市役所店（大阪府・大阪市） 

公共性の高い施設に出店したり、カードの機能や使い勝手をい

ちだんとアップさせたり、お店でお支払いいただける各種料金の

種類を広げるなど、お客さまの利便性向上に努めています。 
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Tポイントプログラム参加 

各種サービスの向上 

簡単操作で、いろいろなサービスが受けられるFamiポート 

　お客さまは、店内にある「Famiポート」

を使い、簡単なタッチパネル操作で各種

チケットやサッカーくじ「toto」、プリペイ

ドサービスなどを購入していただくことが

できます。また、保険の申し込みやインター

ネットショッピングのお支払いもできるなど、

まさにマルチメディア端末。これ1台でさ

まざまなサービスをお受けいただけます。 

各種料金のお支払い 

　ファミリーマートのレジで、公共料金等

の各種お支払いを受け付けています。お

買い物のついでにお支払いいただけるの

で、銀行などに行く手間を省くことができ

ます。 

社
会
性
報
告 

高速バスの予約・ 
お支払い 

高速バスの新規予約や予

約済みチケットのお支払い

やお受け取りができます。 

Yahoo!ゆうパックの 
お支払い 

オークションの落札商品など

の発送を行う「Yahoo!ゆうパッ

ク」の発送手続きができます。

代金はレジでお支払いいただき、

お荷物をお預かりします。 

チケット・プリペイドの 
ご購入 

映画、コンサート、スポーツ

等のチケットや、東京ディズ

ニーリゾート、レジャー施設

のチケット、携帯や国際電話、

電子マネーのプリペイドを購

入できます。 

代金のお支払いなど 

インターネットショッピングや

航空会社のチケットレスサー

ビスのお支払いができます。

また、Edyギフトの受取など

も可能です。 

レジでお支払いいただける各種料金 

電気料金 

ガス料金 

電話料金 

水道料金 

公金* 

通信販売 

クレジット 

その他**

* 国民年金保険、自動車税、軽自動車税、固定資    

 産税（都市計画税）、住民税、国民健康保険料 

**NHK放送受信料、一部保険会社の保険料など 

●クレジット機能付きポイントカード「ファミマTカード」 

　2007年11月よりファミマカード機能にTカード機能が加わっ

た「ファミマTカード」の発行を開始しました。Tポイント、ファミリー

マートでの会員限定割

引などのサービスが受

けられ、入会金・年会費

は無料です。 

 

 

●Tポイント 

　2007年11月より「Tポイントサービス」を開始。ファミリーマー

トの買い物時にTカードの提示でTポイントが貯まって使えます。

Tポイントは異業種間で利用できる共通ポイント制度であり、日本

人の約5人に1人はTカードを保有しています。 

 

2008年2月末現在、会員数：
204万人　※ファミマカー
ド会員・クレジット機能なし会
員含む 

2008年2月末現在、Tポイントアラ
イアンス参加企業：43社・62ブランド、
T会員：2,651万人、日本人口：約
12,776万人 

（ （ 
（ （ 



22 2008 Sustainability Report

ファミリーマートお客さま用フリーダイヤル 

0120-079-188
［ご利用時間／9：00～17：45（土日を除く）］ 

店  舗 お客さま 

お客様相談室 
（情報集積・分析） 

回答 
（対応・改善） 

対応・改善提案 
ご意見 
（電話、手紙、インターネット）　 

対応依頼（本部施策に関する意見）　 

回答 

対応・改善 

対応改善依頼 

情報共有 

社内イントラネット 

ファミマ広場 

アクセス 

アクセス ご意見 

本部 

対応・改善 

ご意見 

スーパーバイザー 

各担当部門 

2003
2004
2005
2006
2007

17,328（344） 

15,995（329） 

18,070（291） 

17,372（279） 

19,042（148） 

※（　　）は環境活動のご意見 

ご意見  

お客さまの声をしっかり受けとめています。 

お客さまとのコミュニケーション 
　ファミリーマートでは「お客様相談室」

を設け、お客さまの声を電話、手紙、インター

ネットなどでお受けしています。その内容

は担当部門に伝えられ、担当者と店舗が

随時連携し、迅速に改善するよう努めて

います。 

　こうしたお客さまのご意見はサーバー

に上げて、社員がいつでも見ることがで

きるようにしています。店舗にお客さまか

ら苦情が寄せられた場合も、すぐに担当スー

パーバイザーがサーバーにアクセスし、

内容を確認してスピーディに行動を起こ

すことができます。 

　また、2007年11月には、ファミリーマー

トのホームページ上にお客さまからご意

見などを投稿していただける「ファミマ

広場」を開設しました。ご意見を募集した

のはファミリーマートのオリジナル商品、

デザートの「Sweets＋」、ファーストフー

ドの「できたてファミマキッチン」、「三ツ

星パスタ」です。投稿されたご意見を「ファ

ミマ広場」に掲載し、それに対し他のお客

さまが「賛成する」「賛成しない」を投票

できるようにするなど、より多くの方から

一層気軽にご意見をいただきました。 

お客さまから寄せられた声 

「声」への対応 

お客さまとともに 

お客さまとのコミュニケーション体制 

ファミリーマート全体に寄せられたご意見 

ご意見の件数（推移） 

レジ対応 
5,334件 28%

マナー 
3,476件 18%

品揃え 
1,769件 9%

宣伝・広告 
1,573件 8%

店舗運営 
1,441件 8%

サービス商材 
1,026件 5%

その他 
2,172件 11%

商品管理 
2,251件 12%

2007 
年度 

改善に向けて 

お客さまに、いつでも、気軽に「声」をお寄せいただけるよう、コ

ミュニケーション窓口を広げました。いただいた「声」は、ファミリ

ーマート全体で共有し、今後の改善に活かすよう努めています。 

　お客さまから寄せられたご意見の総数は19,042件にのぼり、

前年に比べ1,670件の増加となりました。特に多かったのは「レ

ジ対応」に関するもの（5,334件/28％）で、前年（4,475件/ 

26％）より859件増えました。次に多かったのは「マナー」に関

するもの（3,476件/18％）で、これも前年（3,086件/18％）

を上回りました。これらの貴重なご意見は、一つひとつそれぞれ

の店舗に伝達し、お客さま満足のさらなる向上につなげています。 

　また、お客さまからいただいた“お褒めの声”は、「ほのぼのホ

スピタリティ」という

小冊子にまとめ、全

店舗と全社員に配

布してモチベーショ

ンの向上に役立て

ています。 
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…1株あたり配当金 …配当性向 

I Rメール配信サービス 
D-ir net service

新着情報をメールで 
お届けします。 

株主・投資家の皆さまとの信頼関係向上に努めています。 

ファミリーマートのIRポリシー 

誠実で公平なIR活動を目指して 

　ファミリーマートでは、IRポリシーを「正

確性・迅速性・公平性を旨とし、シンプル

で誠実な情報開示を行う」としています。

2006年11月には、日本インベスター・

リレーションズ協議会より、「第11回IR優

良企業賞」を受賞しました。これからも、“透

明なIR”を徹底し、誰に対しても公平であ

ることをつねに心掛け、情報の提供のみ

ならず、株主をはじめさまざまなステーク

ホルダーの声にも耳を傾けて、信頼関係

の向上に努めてまいります。 

株主の皆さまへの利益還元 

　ファミリーマートは、株主に対する利益

還元を経営の重要政策として位置付け、

業績に見合った配当を安定的かつ継続的

に行うことを基本方針としています。 

　これまで当社は単体ベースの配当性

向を指標としていました。しかしながら連

結決算がよりグループ全体の収益力を示

すと判断し、2007年度からは連結ベー

スに指標を変更し、目標を30％から35

％に引き上げました。2007年度の1株

あたりの配当金は60円とし、前年度から

14円増配しました。 

情報の提供 

　情報提供にあたっては、正確性・迅速性・

公平性をモットーに、半期ごとに決算説明

会を開催し、国内外のアナリストや投資

家との個別取材にも積極的に対応してい

ます。2007年3月には個人投資家向け

に「東証上場会社ディスクロージャーフェ

ア」に参加しました。また、公平性を期す

ため、決算資料や月次営業実績等の最新

情報は迅速にホームページ上に掲載する

ほか、アニュアルリポート（年1回）の発行、

IRメール配信サービスなどを通じて、幅

広く情報提供を行っています。 

SRIファンド向け指標への組み入れ 

　当社は、SRI（社会的責任投資）の代

表的な指標である「FTSE4Goo d  

Global Index」に2003年9月から継

続採用されています。「FTSE4Good 

Global Index」はFTSE社が、CSR（企

業の社会的責任）や持続可能性に関心

を持つ投資家を対象に、グローバルに受

け入れられる企業責任基準を満足する

企業を識別し、設定した代表的な株価指

標です。 

株主総会の活性化と 
議決権行使の円滑化 

　株主の皆さまに株主総会で議案を十

分に審議していただけるよう、株主総会

の招集通知を総会の3週間前に発送し

ています。また、発行済株式総数のおよ

そ3分の1を占める外国人株主の皆さ

まのために、英文招集通知を和文版と同

時に発送し、迅速かつ公平な情報開示に

努めています。 

　また、2007年の定時株主総会からは、

より多くの株主の皆さまに議決権を行

使していただけるよう機関投資家向け

に「議決権電子行使プラットフォーム」

を導入しました。 

　2007年定時株主総会は、約200名

の株主の方々のご出席を得て、経営政

策などにご意見・ご質問をいただき、活

気に満ちた総会となりました。 

社
会
性
報
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IR活動 

株主とともに 

「投資家情報」Webサイト（http://www.family.co.jp/ir） 

1株あたり配当金および配当性向（連結） 

ファミリーマートでは、企業の透明性を重視し、株主・投資家の皆さまへの情報開示

や双方向のコミュニケーションに積極的に取り組むことで、企業価値を適正に評価

いただけるよう努めています。2007年3月には「広報部」を「広報・IR部」に名称変

更するとともに、同部内に「IR室」を新設し、IR活動の一層の強化を図っています。 

最新のIR情報をお知ら
せするIRメール配信サー
ビスも実施しています。 
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１FC－A １FC－B １FC－C ２FC－N

●土地・建物 
●店舗工事費用 
●契約金 
●店舗運営費用　等 
 

●土地・建物 
●店舗工事費用 
　　　  （一部、本部負担） 
●契約金 
●店舗運営費用　等 

●内装設備工事費用 
●契約金 
●店舗運営費用　等 

●契約金 
●店舗運営費用　等 
 

営業総利益の３５％ 営業総利益の３８％ 営業総利益の４８％ 営業総利益の４８～６５％ 

 

年間１２０万円 

開店より１０年間 

年間２，０００万円 （２４時間営業の場合） 

契約タイプ 

 

ご用意いただくもの 

 

本部フィー 

総収入最低保証 

24時間営業奨励金 

契約期間 

 

 

加盟店の経営を支援する体制を整備しています。 

湘南研修センター 

人材育成 

 パートナーシップ 

加盟店とともに 

加盟店と本部のパートナーシップ 

4種類のフランチャイズ契約 

ファミリーマートのフランチャイズシステム 

　ファミリーマートとフランチャイズ契約

を締結し、開店までの期間に店舗運営の

ノウハウをしっかりと学んでもらい、安心

して開店の日を迎えることができるよう

な教育体制を組むことがフランチャイズ

本部の役割として重要であると考えます。 

　ファミリーマートの人材育成支援の拠

点として、1997年に「湘南研修センター」

を設立し、新規加盟店の店長・マネジャー

研修や再契約研修、本部社員向けの研修

などに活用しています。センター内には、

実際の店舗と同じ作りのトレーニングショッ

プ（模擬店舗）をはじめ、レジやストアコン

トローラ操作を習得するPOS研修室など

充実した施設が整っています。 

　加盟店の店長・マネジャー研修は、月曜

日から金曜日の５日間にわたる合宿で行い、

店舗運営に必要なマネジメントとオペレー

ションの基礎をしっかり身に付けるとともに、

「ファミリーマートらしさ」や開店にあたっ

ての心構えなども学びます。近年は当社が

複数店経営を奨励していることもあり、新

店の運営を任される店長、マネジャーの受

講が増えています。2007年度はそれら

の方を含め1,294名が研修を受けました。 

　研修修了後は、開店する地域を受け持

つそれぞれの研修店舗（直営店）において、

5日間（月曜～金曜）、レジ操作、商品発注

や夜勤など、より実践的な現場実習を積ん

で開店に備えます。 

ファミリーマートのフランチャイズ契約は、加盟を希望される方の資金や条件に応じた４タイプがあります。 

お客さまにいちばん近いところで、お客さまに「ファミリーマートらしさ」を

お届けしている加盟店は、ファミリーマートのかけがえのないパートナー

です。当社では、オーナー、店長、マネジャー、ストアスタッフのためのさま

ざまな制度を用意して、加盟店をバックアップしています。 

　ファミリーマートのコンビニエンススト

ア事業は、加盟店と本部（株式会社ファミ

リーマート）とが締結するフランチャイズ

契約によって成り立っています。 

　新たに加盟を希望される方々に向けて、

全国各地で加盟希望者説明会を開催し、ファ

ミリーマートのフランチャイズ契約につい

ての情報開示と説明を行っています。さ

らに個別にご相談をさせていただき、フ

ランチャイズ契約の要点と概説をまとめ

た「法定開示書」ならびに「フランチャイ

ズ契約書のご説明」の他、契約締結前に

契約書をお渡しして、十分にご検討され

る期間をとっています。加盟内容につい

て納得されたことを条件として、フランチャ

イズ契約を締結しています。 

　開店後、加盟店はホスピタリティあふれ

る接客、ニーズに合った商品の提供、清潔

で居心地の良い店づくりなどを行い、本部

はブランド価値を高める商品やサービス

の開発、効率的な店舗経営ノウハウの提供、

人材育成の支援などを行います。 

　加盟店と本部はそれぞれが独立した事

業主であり、互いに自らの責任を果たしな

がら、対等のパートナーとして二人三脚で

事業の発展と社会的責任の遂行を目指し

ています。 
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ファミマシップフォーラム2008より 

移動研修車「SQC号」 

ストアスタッフトータルシステム（SST） 

　ファミリーマートでは人材育成支援プ

ログラム「ストアスタッフトータルシステ

ム（SST）」にて、「集め」「育み」「報い」

「楽しませる」の4つを柱として、店長が

行うストアスタッフの教育をサポートして

います。 

　オペレーション、トレーニング、マネジメ

ントに関するマニュアルを整え、ストアスタッ

フ一人ひとりのモチベーションを喚起し

ながら、「ファミリーマートらしさ」の浸透

と、お客さまへのサービス向上を図って

います。 

　2008年度からは、基本的なオペレーショ

ン項目を確実に習得する、「SST新初級

10万人育成プロジェクト」をスタートさ

せました。S&QC（サービス・クオリティ・

クリンネス）の向上を実現し、地域のお客

さまから選ばれる店舗になるための加盟

店支援策の一環です。 

　これを各加盟店で確実に実行していく

ため、2008年2月から全国で開催した「ファ

ミマシップフォーラム」において、新プロジェ

クトのガイドブック配布やデモンストレーショ

ンを行い、加盟店にプロジェクトの趣旨や

実例を紹介しました。 

政策発表会の開催 

ビジョンの共有 

移動研修車ＳＱＣ号 

　本部研修拠点から離れた加盟店に対

する研修支援を目的として、移動研修車

「SQC号」を派遣して、本部研修トレーナー

による出張研修を実施しています。車内

にはVTR視聴設備やレジ、発注端末等の

主要設備を搭載しており、実践的で、密度

の高い研修を受けることができます。 

社
会
性
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「ファミマシップ今年の誓い」 

　本部が決定した年度政策を加盟店に直

接お伝えするために、毎年、年度始めの3

月に「政策発表会」を開催しています。

2008年度は、全国8会場で計10回開催

しました。 

　ファミリーマートから上田社長以下全

役員が出席、上田社長による年度政策の

発表を中心に成功事例の紹介や優秀店

舗の表彰などを行いました。また、続いて

行われた懇親会では、加盟店と本部役員

が闊達に意見交換を行いました。 

　2008年度の政策発表会は、例年と趣

向を変えて「ファミマシップ」を前面に打

ち出しました。各加盟店より、自店で取り

組む「ファミマシップ 今年の誓い」として、

５項目あるファミマシップの中から一つを

選んで宣言し、懇親会で確認する時間を

設けました。これにより、加盟店と本部と

でファミマシップをより具体的な形で共

有することができました。 
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防犯体制 

安全・安心のサポート 

自然災害への対応 

　加盟店が地震、風水害などの自然災害

に見舞われた場合に備え、支援体制を整

えています。 

　各加盟店に災害に対する日頃の備えと

発生時の対応をまとめた「災害対応ハン

ドブック」を配布し、災害時の対応の周知

徹底を図っているほか、各地域に「ファミ

マサポート隊」を編成して被災店舗への

迅速な復旧支援体制を敷いています。 

　2007年3月、能登半島地震が発生し

た際には、7名のファミマサポート隊が出

動して、被災店舗の復旧やストアスタッフ

の業務を代行するなどの支援に当たりま

した。これにより、早期に営業を再開する

ことができ、被災者の皆さまにいち早く

生活必需品を提供することで、被災地域

の生活支援にも貢献することができました。 

福利厚生 

　加盟店のオーナーや店長、マネジャー

を対象に、安心して店舗運営に携わって

いただけるよう、さまざまな制度を提供し

ています。 

●加盟店共済制度 

　加盟店の相互扶助によって運営される

保険制度です。医療保障をはじめ各種の

保険に割安な保険料で加入することがで

きます。 

 

●ファミリーマート健康ダイヤル 
　心と体の健康に関するさまざまな相談に、

医師、看護師、保健師などの専門スタッフ

が電話で対応します。24時間体制ですの

で、深夜勤務などで急に体調を崩した場

合でも、迅速に相談を受けています。 

●人間ドック紹介制度／郵便健診 

　定期的な健康管理をサポートします。

人間ドックについては、近隣の施設紹介か

ら予約までを行います。また郵便検診では、

検体を郵送して、簡単にがんや生活習慣

病の検査を受けることができます。 

　店舗での犯罪を未然に防ぎ、お客さま

とストアスタッフの安全を守るために、さ

まざまな防犯対策を講じています。例えば、

店舗の入口には防犯回転灯を設置し、レ

ジ周辺にはカラーボールを常備している

ほか、有事の際には、委託契約しているセ

キュリティ会社が迅速に駆け付けるなど、

緊急時に備えています。 

　また、防犯強化に向けた「防犯10ヵ条」

を制定しており、その中でもとくに徹底す

べき事項を「重点４項目」として全店舗で

の遵守を図っています。 

　2007年度からは、強盗に入られたも

のの、「重点4項目」を遵守して被害を最

小限に留めることができ、後に犯人が逮

捕された場合、その店舗に「防犯感謝状」

を贈っています。 

カラーボール 「防犯感謝状」を授与された店舗 

防犯10カ条 

ファミマサポート隊 
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制度  対象  内容  

1FC複数店奨励金制度 

選任店長・選任マネジャー 
独立制度 

上級スタッフ独立制度 

嘱託店長独立制度 

 

 

1FC-A、1FC-B、1FC-C 

選任店長、選任マネジャー 
（1年以上勤務） 
 
上級スタッフ 
 

嘱託店長 
（直営店で1年以上3年以内勤務） 
　 

1FC店舗に年間営業総利益に応じた奨励金を支給 

嘱託店長から独立開業される際、契約に必要な資金の一部を
免除 

独立開業される際、契約に必要な資金の一部を免除。また、送
り出す加盟店にも育成功労金と紹介料を支給 
 
独立開業される際、契約に必要な資金の一部を免除。また、送
り出す加盟店にも育成功労金と紹介料を支給 
 

再契約店舗への対応 

　ファミリーマートでは、加盟店との契約

期間を「10年間」としています。契約期

間が満了すると、当社と加盟店双方で改

めてさらに10年間パートナーとしてやっ

ていこうという意思が確認できれば、再

契約を結ぶことになります。新たに再契

約された加盟店については、政策発表会

の場で、10年間の労をねぎらい、再出発

の決意を新たにしていただきます。 

　最近では、親から子の世代へと引き継

がれる加盟店も増えてきました。 

社
会
性
報
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加盟店の事業拡大、ストアスタッフの開業・開店を支援 

広がるファミリーマートの輪！ 

　ファミリーマートでは店舗経営に優れ

ている加盟店の複数経営を支援したり、

ストアスタッフがSST上級資格を取得し、

独立開業したりする場合の支援制度を設

けています。 

　ストアスタッフ、店長から店舗経営者、

そして複数店の店舗経営者へとステップアッ

プすることができます。実際に雇用店長

からスタートし、現在10店舗以上を経営

している方もおり、支援制度の利用促進

を図ることで、独立開業による“ファミリー

マート・ドリーム”を多くの方に実現して

いただきたいと考えています。 

IR活動 

株主とともに 

主な支援制度 

家族経営で25年。再契約を3回行いました。 
東京都台東区根岸「加藤根岸店」 

オーナー：加藤誠太郎さん、店長：加藤正宏さん 

左から、長男・正宏さん、誠太郎さん、妻・君子さん（マ
ネジャー）、長女・まち子さん（昼主任） 

　JR鶯谷駅から徒歩5分。通勤時に利用されるお客さまが中

心です。25年前、3代続いた乾物屋をたたんで、加盟店になり

ました。まだ、コンビニ

がほとんどない時代、

不安もありましたね。

他のコンビニからも声

を掛けられましたが、

ファミリーマートの家

族的な雰囲気に惚れ

て決断しました。開店

したら、すごい数のお

客さまでしたね。以来、

ずっと家族が中心となって、店を

切り回してきました。おかげさまで、

開店から「7年」「7年」「10年」と、

3度も再契約を結ぶことになりま

した。（誠太郎さん） 

　昨年3月の再契約を機に、主任

から店長になりました。それと同

時に、お店のコンセプトを家族と

ストアスタッフ、スーパーバイザー

に発表しました。「お客さまへの愛、

商品への愛、スタッフへの愛、家族への愛、郷土への愛…」そん

ないろんな愛のあるお店づくりを進めたいと思っています。そ

して、若い人に「店長になりたい」「コンビニをやりたい」と、あ

こがれを感じてもらえる店にしていきたいですね。（正宏さん） 

オーナーは地域のお祭りの世話役。 
毎年、おみこしを先導しています。 
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良好な取引関係の構築に努めます。 

「2007年度ロジスティクス大賞」を受賞 
  ファミリーマートと沖縄ファミリーマート

は、「2007年度ロジスティクス大賞」を

受賞しました。この賞は、大手メーカーな

ど1,028社が加盟する「社団法人日本ロ

ジスティクスシステム協会」が物流の意識

啓発等を目的に主催しているもので、

2007年度は24回目となります。同協会

は毎年、物流分野で優れた実績を上げた

企業を表彰しており、ファミリーマートと

沖縄ファミリーマートは、食品を扱う小売

業では初めての「大賞」受賞となりました。 

　今回の受賞は地元メーカー、販社、物

流業者各社と一体となり、お客さまや加

盟店のニーズに対応し、サービスの向上

とコスト削減の両立を実現した地域密着

型の物流改革が評価されたことによるも

のです。対象となったのは、2003年から

ファミリーマートと沖縄ファミリーマート

が共同で取り組んできたプロジェクトにお

いて、2006年11月に完成した食品工場

併設の総合物流センター（那覇市）を拠

点に実現させた「全温度共配」です。セン

ター便の配送トラックが冷凍、チルド、定温、

常温の4つの温度帯の商品を積載し、1

日に4回転するという効率の良い配送シ

ステムを実施しています。 

「全国品質管理会議」を毎月開催 
　ファミリーマートでは、全国の中食製造

委託工場の品質管理責任者を集め、毎月

1回、「全国品質管理会議」を開催してい

ます。この会議では、中食商品の安全・安

心についてお客さまの信頼を失わないた

めに、品質衛生管理取り組み強化ポイント

説明や商品苦情発生状況、細菌検査結果

状況を踏まえた改善ポイント説明を行っ

ています。 

　また、2008年2月には、全国の中食製

造委託工場のお取引先社長を集めて「食

の安全安心会議」を開催しました。これは、

ここ数年の食品企業の不祥事や食品に対

する消費者の不信を招く出来事が続く中、

ファミリーマートがお届けする中食商品

の安全・安心を守っていくために、全国の

お取引先社長と共通認識を持つためのも

のです。会議では、お客さまの信頼を失

わないために食の安全・安心に対する万

全の体制を整えていくこと、そのために

「ISO9001」の認証取得を推進してい

くことを再確認しています。 

協働体制 

お取引先とともに 

お取引先を大切なビジネスパートナーとしてとらえ、公正な取引を

基本に、効率の良い協働体制を築いて行きます。 

　私どもには関東に9つの中食製造工場があり、私

は本社にて品質管理を統括する業務を行っておりま

す。現在の部署に来て8年になりますが、ファミリーマー

トさんの「全国品質管理会議」はそれ以前から続い

ており、息の長い取り組みですね。食の安全・安心を

守るためのファミリーマートさんの基準は、私たちに

とってきわめて高いハードルです。しかし、コンビニ

エンスストアという社会的影響力のある事業の性格

からすれば、当然のことだと思います。　 

　この会議の良い点は、ファミリーマートさんが決め

られたことを取引先にトップダウンで通達する、とい

うものではないことです。検討段階で私どもへの投

げかけがあり、それを一緒になって現場で試し、検証

した上で、この会議で方策として発表される…つまり、

相互理解のもとで課題に取り組んでいけるのがうれ

しいですね。私としては、この会議で決まったこと、

確認したことをいかに現場に徹底し、いかにその精

度を高めていくかに傾注し、これからも安全・安心な

食をお届けしていきたいと考えています。 

相互理解のもと、課題解決に取り組んでいます。 

トオカツフーズ株式会社 
品質保証部　次長　 
兼ラベル管理グループ長　 

吉岡 賢治さん 

全国品質管理会議 
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ファミリーマートの社会貢献方針 

社会への貢献 

　ファミリーマートの事業は、多くのお客

さまと地域社会によって支えられています。

そのため、お客さまと地域社会に役立つ

さまざまな活動を通じて、より良い社会づ

くりに貢献することを自らの基本姿勢とし

ています。「ファミリーマート社会貢献方針」

は、2007年3月、こうした考えに基づい

て策定しました。この方針のもと、店頭募金、

災害時の緊急援助、ボランティア活動、セー

フティステーション等の店舗を拠点とした

社会貢献活動に取り組んでいます。 

災害義援金の募金活動 

　大規模な災害が発生した場合には、本

部からのメールにより、全店舗がすみやか

に災害地の義援金を店頭で募金できる体

制を整えています。2007年度は、3月の

能登半島地震、7月の新潟県中越沖地震

に際して、店頭募金を実施しました。大勢

のお客さまの温かいご協力により、いずれ

も多くの義援金を被災地にお届けするこ

とができました。 

信頼される社会の一員として。 
社会との共生 

社会とともに 

地域社会もファミリーマートにとってかけがえのない「家族」と考

えて、社会的責任を果たす活動を積極的に進めています。 

石川県への義援金目録贈呈 

新潟県への義援金目録贈呈 

地震の被災地に、支援物資をお届けしました。 

　ファミリーマートは、2007年3月25日に発生した能登半島地震の

被災者支援のため、被害の大きかった輪島市に救援物資をお届けし

ました。内訳は、おにぎり7,000個、カップ麺360個、水1,200本（500ml

ペットボトル入り）など。また、2007年7月16日に発生した新潟県中

越沖地震の際にも同様に、おにぎり11,200個、パン計2,000個、水

17,700本（500mlペットボトル入り）などの救援物資を３回にわたっ

て柏崎市役所および長岡市役所にお届けしました。 

ファミリーマート社会貢献方針 

2007年度災害義援金募金活動 

ファミリーマートは国際社会、地域社会との調和を図り、 
心豊かなより良い社会の実現をめざして社会貢献活動に取り組みます。 
 
 
1．グローバルに事業を行う企業として、豊かな国際社会の実現と環境を
　守り育てる活動に貢献します。 

2．地域社会の要請と信頼に応え、積極的な関係の構築を心掛け、地域社  
　会との共生を図ります。 

3．安全・安心なまちづくりの拠点としての役割を担うとともに、青少年
　の健全な育成を支援します。 

4．社員一人ひとりが行う社会貢献活動を支援します。 
 

能登半島地震 

新潟県中越沖地震 

発生日 

3 /25 

7/16

募金期間 

3/27～4/10 

7/17～7/30

　募金総額 

18,431,102円 

23,097,045円 

寄付先 

石川県 

新潟県 

新潟県中越沖地震被災地への救援
物資のお届け 



30 2008 Sustainability Report

●「緑の募金」の仕組み ●「地球環境基金」の仕組み 

寄付 

緑化活動などへの参加 

助言 諮問 

資金助成 

自ら実施 

NPO／NGOが日
本・海外で行う緑
化事業 
緑化のための普
及啓発事業やボ
ランティアリーダー
の養成事業 

● 

 

 
● 

（社）国土緑化推進機構 

緑の募金 

国
民
・
企
業
な
ど 運営協議会 寄付 

出資 

助言 諮問 

資金助成 

人材育成・ 
情報提供など 

日本・海外のNGO
の環境保全活動 地球環境基金 国

民
・
企
業
な
ど 

国 

運営委員会 

（C）WFP/AK Brodeur

ファミリーマート夢の掛け橋募金 

　「ファミリーマート夢の掛け橋募金」は、

募金していただいた皆さまと、環境・社会

貢献活動を行う民間団体（NPO・NGO）

とを結ぶ掛け橋として、ファミリーマート

が2006年4月に立ち上げた店頭募金活

動です。寄付先は、社会にとって意義のあ

る活動であることと公共性を考慮して、「特

定非営利活動法人 国連WFP協会」「社

団法人 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン」

「社団法人 国土緑化推進機構」「独立行

政法人 環境再生保全機構」の4団体とし

ています。 

　2007年3月～2008年2月までに寄

せられた募金総額は179,706,091円

にのぼりました。この募金は4団体に等分

してお届けし、「世界の子どもたちと地球

の未来のために」有効に使われました。さ

らに、株式会社ファミリーマートの社会貢

献活動の一環としてお客さまの募金額に

10％を上乗せしてお届けしています。

2007年度は、167,272,726円の募

金が寄せられましたので、1,672万円を

寄付しました。ファミマカード会員の方は

店頭のfamiポートから、買い物で貯まっ

たポイントで募金（1ポイントは1円）がで

きる仕組みとし、募金額は、右表の通りと

なりました。 

※ポイント募金は2008年5月31日をもっ

て終了させていただきました。 

2007年度「ファミリーマート夢の掛け橋 
募金」のご報告 

「ファミリーマート夢の掛け橋募金」のお届け先 

（株）ファミリーマートの 
加盟店・直営店 

エリアフランチャイズ会社の 
加盟店・直営店 
合　　　　計 

167,272,726

12,433,365

179,706,091

768万円 
904万円 

1,672万円 

493,805
718,789
263,109

1,475,703

上期  
下期  
合   計  

上期  
下期  

2008年5月31日迄 
合   計  

※エリアフランチャイズ会社とは、（株）北海道ファミリーマート、 
（株）南九州ファミリーマート、（株）沖縄ファミリーマート 

特定非営利活動法人  

国連WFP協会 

国連の食糧支援機関「WFP国連世界
食糧計画」を支え、日本での民間協力窓
口として広報・啓発活動や募金活動を行
う認定NPO法人。WFPは世界で約8億
5,000万人にのぼる飢えや栄養不良に苦
しむ人々への食糧支援を行っています。 

社団法人　 

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

約90年にわたり、子どもの権利を守る
ための活動を世界中で行っている、民
間の国際援助団体（NGO）。教育支
援、食糧支援、栄養指導、医療支援、
紛争と災害への緊急援助など、地域
社会に深く根ざした活動を幅広く行っ
ています。 

独立行政法人　環境再生保全機構 

「地球環境基金」 

環境保全活動に取り組む民間団体のサポートを目的に1993年設立。基金
は国の出資と国民・企業等の寄付によって構成され、国内外のNGOが推進
する国内およびアセアン地域を中心とする開発途上地域での環境保全活
動を、資金助成と振興事業で支えています。 

社団法人  国土緑化推進機構 
「緑の募金」 

荒廃と減少が続く自然を守るため、地球規模で「国民参加の森林づくり」を
行っている団体。森林を良好な状態で次代に受け渡していくために、全国の
植樹祭、育樹祭、緑化キャンペーンの開催や、緑の少年団、森林ボランティ
ア活動等の支援をしています。 

お客さまの募金 

 

（株）ファミリーマートの寄付 

ファミマカード会員のポイント募金 
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セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

日本盲導犬協会 

1,807,789円 

1,041,337円 

バリアフリー空間の推進 

　どなたでも安心してご来店いた

だけるように、2005年4月より、

立地に応じてバリアフリー設備の

導入を順次進めています。例えば、

車イスでのご来店に配慮して通路

幅を拡げたり、レジカウンターの高

さを低めに設定しています。また、

トイレには手すりを付け、さらに赤ちゃ

ん用シートやストッキング交換台な

どの設置も進めるなど、どなたにも

愛され、気軽にご利用いただける

お店づくりを目指しています。 

途上国の子どもに給食を贈る“TABLE FOR TWO” 

　開発途上国の人々が飢餓や栄養不足

に悩む一方で、先進国では過食による肥

満や生活習慣病が問題になっています。

こうした世界的な食の不均衡を解消し、

健全な食のあり方を実現しようという

“TABLE FOR TWO（テーブル・フォー・

ツー）”の活動に取り組んでいます。 

　この活動の趣旨は、先進国の企業の社

員食堂やレストランで私たちが健康的な

メニューを食べる際、1食あたり20円を

開発途上国の学校給食に寄付しようとい

うもの。20円という額は、途上国の学校

給食1食分に相当します。 

　ファミリーマートでは、2007年5月9

日から8月29日までと、10月3日から

2008年2月28日までの毎水曜日、社員

と加盟店向けの研修施設「湘南研修セン

ター」内の食堂において、昼食および夕食

メニューを対象に実施しました。その結果、

2,770食分をTABLE FOR TWO事務

局を通して開発途上国の学校給食費用と

して寄付しました。 

　また、この活動の期間中、通常よりも約

200kcal低く抑えた栄養バランスの良い

メニューを提供し、メタボリック症候群の

予防や対策を考える啓発活動も行いました。 

東京寺子屋への協力 

　社団法人 東京青年会議所が主催する

東京寺子屋の活動は、社会人を講師とし

て中学校に派遣し、自身の仕事の内容、

その仕事に就いたきっかけ、やりがいを

話し、生徒たちの将来の進路や人生観の

構築のきっかけとなることを目的として

います。ファミリーマートはこの活動主旨

に賛同し、2007年度は社員２名を講師と

して品川区内の中学校へ派遣して授業を

行いました。これからもファミリーマート

は子どもの育成に貢献する事業を支援し

てまいります。 

年賀状の売上の一部を寄付 

　店舗で承った年賀状印刷とパック詰め

年賀はがきの売上の一部を、社会的に意

義のある活動をしている団体に寄付をし

ました。2007年度は、「財団法人 日本

盲導犬協会」と「社団法人 セーブ・ザ・チ

ルドレン・ジャパン」を対象とする「チャリ

ティーはがき」をご用意して、お客さまの

ご理解とご協力により下記の金額を寄付

することができました。 

社
会
性
報
告 

年賀状による寄付金額 



32 2008 Sustainability Report

講座風景 

災害時の支援協定を締結 

行政との協力 

岐阜県の「ジンチャレ！」で若者の就業訓練を支援 

愛媛県との締結 

秋田県との締結 

対象自治体 

愛媛県 

石川県 

長崎県 

秋田県 

大阪府 

福岡県 

　　　　　　　　       支援内容 

包括協定 

災害時における生活必需物資の供給 

災害時における物資の供給 

災害時における生活必需物資の供給 

災害時における物資供給および防災活動への協力 

災害時における総合的支援 

　締結日 

2007. 5.22 

2007. 6.25 

2007. 9.21 

2007.12. 7 

2007.12.21 

2008. 2.20

自治体との災害時支援協定（2007年度） 

　東京都豊島区では2005年より、「誰も

が手軽に楽しく実施できる地球温暖化対

策のイベント」として、打ち水大会を主催

しています。2007年度は、7月25日、豊

島区立日出町第二公園において「打ち水

大会inとしま」が行われました。ファミリー

マートからは、豊島区より「クールビズで

ご参加ください」という案内が事前にあっ

たことを受けて、当社の環境イメージキャ

ラクターをプリントした「エコロンTシャツ」

を着た11名が参加しました。 

　参加者全員で楽しく打ち水を行い、終

了後、公園内の気温を計ったところ、打ち

水前の32度から29度に下がったことが

確認できました。 

東京都豊島区「打ち水大会」への参加 

（地域経済の活性化や県民サービスの向上） 

　地域の要所に出店し、さらに、店舗が原

則として24時間・365日オープンしてい

ること。コンビニエンスストアのこのよう

な立地条件と商品調達・配送機能は、地震

などの災害が発生した際に、地域や近隣

へ生活必需品を届けるライフラインとし

て大きな威力を発揮します。こうした特性

に注目した行政とファミリーマートとの間

で、これまで多くの災害時支援協定を締

結してきました。 

　2007年度については、新たに計6府

県と包括協定および災害時の生活物資の

供給等の協定を取り交わし、災害時支援

協定は13の自治体と、帰宅困難者支援協

定は28の自治体と締結しています。災害

時には、これらの自治体からの要請に基づ

き食料品などの生活必需品を供給、また、

帰宅困難者に対し

て道路情報、トイレ、

水道水を提供します。 

　2005年に締結した「岐阜県における

若者の就業支援に関する合意書」に基づき、

同県と共同で若者の就業支援に取り組ん

でいます。県の就業支援の拠点である「岐

阜県人材チャレンジセンター（ジンチャレ！）」

と提携し、2007年度は9月から2月まで、

県内3ヵ所において「実践！ビジネスマナー

講座」を無料で開催しました。 

　同講座は、「身だしなみ」「あいさつ」「姿

勢」など、社会人として基本となる事柄が

中心のプログラムとし、ファミリーマート

の研修トレーナーが指導に当たりました。

　また、テキストは、ファミリーマートの社

員教育用テキストをさらにわかりやすくア

レンジしたものを使用しました。通算で6

回にわたった同講座の参加者は計68名

にのぼり、参加者からは講座終了後も多

くの質問や要望が寄せられるなど、意欲

的な姿勢

が目立ち

ました。 
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「夕張応援フェア」の寄付金贈呈 

　2007年4月から6月にかけて、全国

のファミリーマート店舗で「夕張応援フェ

ア」を実施しました。その対象商品の売

上の一部を夕張市の「幸福の黄色いハン

カチ基金」に贈呈しました。2007年8月

28日に夕張市役所で贈呈式が行われ、

1千万円を贈りました。この寄付金は「高

齢者や障がい者の生活支援等の地域ボラ

ンティア活動および住民自治体活動の維

持に関する事業」と「子どもたちの健全

な育成に関する事業」に役立てられます。 

夕張市長（左）に寄付金を贈呈 

「森の“聞き書き甲子園”」を応援しています。 

　森の“聞き書き甲子園”とは、日本全国から

選ばれた高校生100人が、森林に関わる

分野で、様々な経験や技をもつ「森の名手・

名人」100人を訪ねて、その技術や人となり

を「聞き書き」し、その成果を広く社会に向

けて発信するものです。日本人は古くから、

森を護り、育て、その恵みを利用する中で、伝

統的な生活や文化を受け継いできました。し

かし、いま、ほとんどの日本人は森とのかか

わりを失っています。そこで、きこり、造林手、

マタギ（狩人）、炭焼き、木地師、木工職人な

どの「森の名手・名人」から高校生が聞き書

きを行い、その成果を公開フォーラムやインター

ネットで発表することで、森を考え、森を見直

し、森を次代に引き継いでいこうという趣旨

で始まりました。 

　ファミリーマートはこの活動に賛同し、

2005年の第4回大会より支援してきました。

2007年度の第6回大会は、9月中旬から

12月にかけて高校生が「森の名手・名人」を

訪ね、取材とレポート作成を行いました。そ

して、2008年3月23日、東京都江戸東京博

物館で公開フォーラムが行われ、その成果を

発表しました。 

1本の木のことから、日本のことまで。 
名人の視野の広さに驚きました。 
 

茶道に使われる炭を50年以上も焼かれて

いる今西名人を「聞き書き」しました。いち

ばん驚いたのは、原稿を書き上げたとき。炭

のこと、木のこと、山のこと、日本のこと…そ

れまでバラバラに聞こえていたお話が、す

べてつながっていたことに気付きました。

今西名人の視野の広さは、素晴らしいと思

いました。約80度もある大きな窯に20分

くらい入り、熱さの中、名人とともに焼きあがっ

た炭を取り出した体験も忘れられません。「森

の“聞き書き甲子園”」のような機会に、もっ

と多くの高校生が参加できるようになれば

いいなと思います。 

 

炭焼き名人・今西さん（兵庫県川西市在住）
と今回参加された高校生 

第6回大会ポスター。店舗
入口のガラス壁面に掲示
して、募集活動を支援しま
した 

公開フォーラムの翌日、ファミリーマート社員が参加高校
生とともに東京都「海の森」で記念植樹を行いました 

公開フォーラム 
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全国環境美化活動の実施 

地域活動 

全国環境美化活動の実施 

京都「新景観政策」に配慮した店舗 

セーフティステーション活動 

　京都市が2007年9月に実施した「新

景観政策」は、京都の優れた景観を守り、

育て、将来へと引き継いでいくために、建

物の高さとデザイン、屋外広告物を規制し

た条例です。2008年2月、京都市中京区

の三条通沿いにオープンした「ファミリー

マート京都三条高倉店」は「新景観政策」

の対象となる美観地区に位置することから、

屋根のなだらかな勾配や、ベージュを基

調とした渋い色合いの土壁など、古都に

ふさわしい落ち着いた町家風のつくりと

しました。 

　ファミリーマートは、このほか長野・松本

城前や高山市などでも、地域の風致・景観

に配慮した店舗づくりを進めています。 

店頭に掲示している「セーフティステーション
活動実施店」ポスター 

　地域の皆さまとより強い信頼関係で結

ばれることを願い、「あなたの街で美化活

動」というスローガンのもと、毎年、春と秋

に社員、加盟店、お取引先が参加して全国

環境美化活動を行っています。2007年

度は5月28日～6月8日と10月15日 ～

11月2日の2回、延べ26,671人が参加

して、全国で駅や公園の周辺、事務所や店

舗の周辺等を清掃しました。「ファミリーマー

トらしさ活動の推進」を特に意識しながら

の清掃活動を通じ、地域社会とのコミュニ

ケーションをさらに深め、親しみやすい存

在である

ことをア

ピールし

ました。 

「荒川クリーンエイド」への参加 

　2007年10月20日、「荒川クリーンエ

イド2007」にファミリーマート社員25名

と、社員の子ども3名が参加しました。こ

のイベントは東京都を流れる荒川をきれ

いにする環境美化活動で、NPO荒川クリー

ンエイド・フォーラムが主催し、国土交通省、

東京都、埼玉県等が後援しています。ファ

ミリーマートは昨年度も参加しており、今

年度は2回目となりました。 

　今回の清掃は、荒川周辺59ヶ所を選ん

で行われました。このうち、ファミリーマー

トは高島平グランド（東京都板橋区）を担

当し、45リットルのゴミ袋で、可燃ゴミ1袋、

不燃ゴミ3袋、資源ゴミ2袋を回収しました。 

　それぞれの店舗が地域の拠点となり、「安

全・安心なまちづくり」や「青少年環境の

健全化」を目指す活動に取り組んでいます。

これは社団法人日本フランチャイズチェー

ン協会に加盟するコンビニエンスストア

12社が2005年よりスタートさせた「コ

ンビニエンスストア・セーフティステーショ

ン活動」に基づくものです。ファミリーマー

トもその一員として、「未成年者への酒・

タバコ販売防止」「女性・子どもの駆け込

み対応」「高齢者・身体障害者等の介護補

助と連絡」「18歳未満者へ有害図書の販

売・閲覧禁止」「店舗周辺の清掃徹底」な

どをはじめとする、地域のセーフティステー

ション活動に取り組んできました。2007

年度は、こうした活動の一環として特に功

績のあったファミリーマートの18店舗に

ついて、日本フランチャイズチェーン協会

より表彰されました。主な活動事例は「急

病人への親切な対応」、「車椅子のお客さ

まに配慮した店舗運営」、「聴覚障害のお

客さまへの親身な対応」などです。 
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店頭での年齢確認 

未成年者と思われる 
お客さまが 
酒・たばこを買いに来られたら・・・ 

お酒・たばこを正し

く販売するために、

『お酒・たばこ販売

ガイドブック』を作

成して、各店舗に配

布しています。 

お子さまがご両親などのお使いで酒やたばこを買いに来ら

れた場合も、販売をお断りしています。お子さまにはてい

ねいな説明を行い、保護者の方にご理解を求める趣旨の手

紙をお渡しするようにしています。 

店内には年齢確認を実施して

いることを示すポスターを掲

示し、「酒類販売管理者名」を

明記しています。 

1 お顔や服装などで未成年者でないか確認 

社
会
性
報
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　ファミリーマートでは未成年者へ酒・たばこを販売しない取

り組みを推進しています。そこで心掛けているのは、年齢確認

の徹底です。明らかに未成年とわかるお客さまには、もちろん

販売をお断りしています。また、20代かもしれないお客さまに

も必ず年齢をたずね、運転免許証など年齢を確認できる証明

証を提示していただくことにしています。もし年齢を確認でき

る証明証をお持ちでないお客さまで、ご本人が成人であると主

張される場合でも、ご自宅に電話をして家族に年齢を確認する

などの対応を行っています。 

　このほか、年4回、ファミリーマート全店で「お酒たばこ販売

体制総点検」を実施しています。この点検では、法律に定めら

れたお酒の売場表示や区分陳列が適正に行われているか、未

成年者の飲酒・喫煙を禁じるPOPや「年齢確認実施中」のポス

ターなどが設置されているかなどを確認します。また、ストア

スタッフは普段から年齢確認を行うための研修を受けており、

それをきちんと実施しているかどうかもこの時に確認します。

これら総点検の結果は、店長がチェックシートに書き込み、確認

しています。 

未成年者への酒・たばこの販売防止 

明らかに未成年者とわかる場合は 
販売をお断りします 

未成年かどうか迷う場合もしくは20代と判断
される場合には、必ず年齢をたずね、運転免許
証などを提示してもらい年齢を確認します 

年齢を証明できるもの
がない場合や、20歳
未満と確認できた場
合は、販売をお断りし
ています 
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1.経営幹部養成　 
リーダー選抜 

経営幹部候補 
養成セミナー 

中間管理職研修 

3.基礎知識・実務の習得 

店舗実習・店長実習・ 
SVトレーニー 

自立型社員養成研修 
新入社員研修 

ターニングポイント研修 

海外研修 
専門職能の養成 

通信教育講座 

2.専門職能人材の輩出 
専門職能の養成 

階層別研修 

・ターニングポイント研修（対象：3年目・5年目） 

・中間管理職研修（対象：管理職） 

・経営幹部候補養成セミナー（対象：公募制） 

自己啓発支援 

・社外の通信教育、e-ラーニング（対象：全社員） 

 
職種別研修 

・職種別セミナー（対象：SV・開発・商品担当） 

 

基礎教育訓練 

・入社からスーパーバイザートレーニーまで（対象：新入社員） 

やる気と能力を引き出す環境づくりを進めます。 

意欲ある人材を伸ばす、人づくり 

ファミマ・アカデミー 

　ファミリーマートの基本理念を実践で

きる人材づくりのため、教育プログラム「ファ

ミマ・アカデミー」を設けています。社員

自らが目標を定めることで自発的な思考・

行動を喚起し、人材の発掘・養成・配置に

活かしていくのが狙いです。 

　2007年度は、自らの意志でリーダー

を目指そうという社員を社内公募し、「経

営幹部養成セミナー」を開催。応募者の

中から18名を選出し、月一回2泊3日の

研修を8ヵ月間にわたって行い、社長への

プレゼンテーションなどを含め、徹底的な

幹部教育を実施しました。 

　社員への自己啓発支援では、100講座

を超える通信教育講座を用意。講座修了

者に受講料の8割を補助しています。 

　また、人材教育の基本となる「新入社

員研修」では、「座学」に加え「OJT」をよ

り充実させる研修プログラムに改めました。

「店舗実習」については、2008年度から

社員トレーナー店長を新設し、指導を強

化しました。さらに、入社3年目・5年目に

は「ターニングポイント研修」を行います。

3年目や5年目を節目と考え、それまでの

仕事を見つめ直すとともに、自立した社

員として、キャリア形成を図る機会として

います。 

　このようにファミリーマートでは、自分

を成長させようとする社員、自分の足でしっ

かり立てる社員の養成を目指し、その意

欲や能力を伸ばすためのさまざまな支援

を進めています。 

教育・職場 

社員とともに 

人づくり体系図 

店長の時間管理について 

　さまざまな業種のチェーン店において、店長の残業代が社会

問題となっています。店長は管理職であることから労働時間の

制限や時間外労働の割増賃金支払い義務が適用されないと主

張する雇用側と、雇用実態から残業代を支払うべきだとする店

長側が裁判で争うケースもありました。 

　ファミリーマートでは、2006年8月から直営店店長は時間管

理者としています。あわせて、労働時間の適正な運用を図るとと

もに、店長が心身ともに健康的に働ける職場づくりを進めていま

す。 

教育・研修体系 

お客さまの多様化するニーズや目まぐるしい時代の変化に対応していくため、自発

的に学べる教育プログラムを充実させて、自ら考え、行動できる社員の育成に力

を入れています。また、社員一人ひとりが働きがいを感じて業務に取り組み、持て

る能力を十分に発揮できるように職場環境の整備も積極的に推進しています。 
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育児勤務 

育児休暇 

看護休職 

15名 

18名 

2名 

ワーク・ライフ・バランスの推進 

働きやすい職場づくり 

　育児や介護を行う社員が仕事と家庭を

両立できるよう、育児・介護を支援する制

度を設けています。 

  出産時の「育児休暇」をはじめ、それに

続く「育児休職」や「育児勤務」、さらに

家族への看護が必要な社員のために「看

護休職」等の制度を設けています。ファ

ミリーマートでは、とくにワーク・ライフ・

バランス（仕事と家庭生活の両立）の推

進のため、2008年度からは育児勤務の

対象を「子どもが満7歳になるまで」から

「小学校3年生を修了するまで」へと拡

大し、また、子どもが病気になった時など

の子の看護休暇についても、「完全有給」

に改定しました。 

女性の活躍支援 

障害者の雇用 

メンタルヘルスケア 

　店舗と本部の橋渡し役として重要な役

割を担うスーパーバイザーを女性社員が

務めるケースも増えており、2006年度

は3名、2007年度は980人中10名に

なりました。また、2007年度下期には女

性社員初の店舗開発担当者が誕生しました。 

　今後も引き続き女性社員の能力活用を

積極的に図っていく予定です。 

　社員の“心の健康管理”のため、

2007年度は全社員を対象にe-ラーニン

グによるメンタルヘルスの学習を実施し、

「社員の約92％」という高い受講率とな

りました。 

　管理職研修の中でもメンタルヘルスの

勉強会を開催しています。また、産業医

の先生を相談窓口として設けています。 

定年者の再雇用 

　高齢化社会や団塊世代の定年退職者

の増加問題などを背景に、定年者の再雇

用の必要性が議論されています。ファミリー

マートは、2006年3月1日から定年退職

後の再雇用制度を設けました。2007年

度には、7名を再雇用し、2007年度末の

再雇用者数は16名となりました。 

社
会
性
報
告 

2007年度の制度利用者 

2006年4月    

2007年4月  

2008年4月 

 2,947 

 3,133 

 3,309

33  

57 

51

1.12 

1.82 

1.54 

 

障害者雇用率 

常用雇用労働者数 障害者数 雇用率 

　2006年4月に「障害者自立支援法」

が施行され、障害者の就労支援が進む中、

ファミリーマートでも障害者のさらなる

雇用促進を進めています。2007年4月

には目標値であった法定雇用率1.8を超

える数値を達成しました。今年度は1.54

となっています。 

　入社した障害者はスキルを活かして、

さまざまな部門で活躍しています。また、

障害者の社員自身が「社会に貢献している」

という意識を持って頑張ることで、他の社

員や地域の皆さまの励みになることも期

待しています。 

新宿区主催ふれあいバザール（新宿区内障害者福
祉施設共同バザール）に協賛（2007年12月） 
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1. 事業活動を通じた環境配慮 

環境と安全・安心に配慮した商品・サービスの提供 

環境に配慮した商品配送 

環境に配慮した店舗施設 

地域・社会に配慮した店舗運営と 
廃棄物適正処理 

事務所、社有車の環境配慮 

2. 環境関連諸法規の遵守 
3. 組織の整備と啓発活動 
4. 環境方針の公開 

削減手段 

省エネルギー設備の導入 

店舗運営上の削減努力 

合    計 

 

電気削減量（kWh） 

   ▲12,847 

▲576 

▲13,423

CO2削減量（t） 

▲5.0 

▲0.2 

▲5.2 

 

CO2削減率（％） 

▲6.7 

▲0.3 

▲7.0

2012年度までの電気とCO2の削減目標（1店舗あたり2007年度対比） 
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CO2排出量（t） 

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

年間電気使用量（千kWh） 

目標 実績 

192 192 188 185 183 181 179
75.1 75.1

73.7
72.7 71.8

70.9 69.9

全社体制で環境活動を推進します。 

環境方針 
　ファミリーマートは、「ファミリーマート

環境方針」のもと、環境目的・環境目標を

設定して、環境活動を推進しています。そ

して、定期的に環境影響を評価し、継続的

に改善を図りながら、環境負荷の軽減に

取り組んでいます。　 

　常に環境に配慮しながら事業活動を展

開していくことで、すべてのステークホル

ダーに対する責任を果たしていきます。

具体的には「商品・サービス」「商品配送」

「店舗施設」「店舗運営」「事務所・社有車」

などの環境配慮を推進していくことで、お

客さまのさらなる信頼を獲得し、社会的

責任を果たしていきます。 

二酸化炭素排出量削減目標の設定 

環境マネジメント 
システム 

ファミリーマート環境方針（概要） 

1店舗あたり二酸化炭素削減目標 

環境保全活動に積極的かつ継続的に取り組むことで、お客さまをはじめ

ステークホルダーの皆さまのさらなる信頼を獲得できるよう努めていきます。 

新設店、改装店への省エネルギー設備導入を図る

ことで、店舗の電気使用量を削減します。これと全

店舗の運営改善により、2012年度までに2007年

度対比で、CO2排出量を1店舗あたり7%、約5.2t

削減していく計画です。これにより、年間のCO2排

出量の削減量は約4万tになります。 

（千Kw/h） （t） 

（年度） 

目  標 

店舗の二酸化炭素排出量を 

2007年度対比で2012年度までに 

1店舗あたり5.2t、7%削減する。 
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店舗名 
港南台インター店 
葉山町店 
つくば谷田部店 
シーガイヤ入口店 
小垣江西店 
門真深田町店 
吉田駅北店 
和歌浦東店 
仙台五橋通り店 

導入年月 
1997年  8月 
1997年  8月 
1997年12月 
1998年  9月 
1999年  2月 
1999年  2月 
1999年  2月 
2000年  2月 
2000年10月 
 

1.総合熱利用システム 

2.看板照明一灯化 

3.防露ヒータコントローラ 

空調、冷蔵・冷凍一体型熱源システムの導入で、50店舗年間CO2排
出削減予測量335t（1店舗あたり6.7t） 

反射板を用いた内照式ファサード看板の蛍光灯照明を半減（2灯→1灯）
することで、50店舗年間CO2排出削減予測量65t（1店舗あたり1.3t）

扉付き冷蔵ケース結露防止用ヒータ通電の「ON／OFF制御機器」の
導入で、50店舗年間CO2排出削減予測量100t（1店舗あたり2.0t） 

総合熱利用システムの導入 

店舗での取り組み 

太陽光発電の導入実験 

 

環
境
報
告 

CO2削減活動 
地球温暖化の防止に取り組んでいます。 
2008年は、各国の温室効果ガスの削減目標を定めた「京都議定書」の第1

約束期間のスタート年であることから、その対策に注目が集まっています。フ

ァミリーマートでも、さまざまな取り組みを通して、CO2削減に努めています。 

　店舗内のエアコンや什器などから発生

する熱を大気中に放出することなく、二

次利用する「総合熱利用システム」の導

入を推進しています。 

　店舗の標準仕様として導入を進めてい

る「複合冷凍機」は、空調・冷蔵・冷凍のシ

ステムを統合し、冷蔵・冷凍ケースからの

排熱を冬期の暖房などに活用できます。

これにより、大幅な省エネルギー効果が

得られます。さらに、このシステムの導入

により、室外機が一つに統合されたこと

から、省スペース化も実現しました。 

　また、デザートケースは、内蔵コンプレッ

サーの熱が店舗内に排出され、冷房負荷

が増えるという課題がありました。そこで、

対応策として、コンプレッサーを本体から

切り離して店外に置く「別置型」のデザー

トケースへの置き換えを進めています。

これにより、冷房効率を改善するとともに、

排熱は総合熱利用システムに組み入れて

より効率的に活用しています。 

 

環境省自主参加型排出量取引制度の参加 

チェーン全体の取り組み 

　国内排出量取引制度とは、「対象者が何

らかの温室効果ガスの排出抑制目標を有し、

その目標達成のために排出枠の取引を行

うことができる」とする制度のことです。 

　ファミリーマートは2008年度から環境

省が実施する「第4期自主参加型排出量

取引制度」に「目標保有参加者タイプA」（一

定量の排出削減を約束する代わりに、

CO2排出抑制設備の整備に対する補助金

と排出枠の交付を受ける参加者）として

参加いたします。 

　ファミリーマートの主な参加の目的は

次の通りです。 

①ファミリーマートチェーンとしての国内

排出量取引に関するノウハウの獲得 

②CO2排出量の算定に関するノウハウの

獲得、体制の構築 

③温暖化ガス排出量の削減 

　参加にあたり50店舗を対象として、

2005年度～2007年度の3年間平均

排出量と比較して、2009年度のCO2排

出量を、年間500t（1店舗あたり10t）

削減することを目標とします。このため

に2008年度は対象店舗に省エネ設備

を導入します。 

太陽光発電導入店舗 

2008年度導入予定の省エネ設備 

　ファミリーマートでは、1997年より省

エネ・省資源・環境保全に配慮した「地球

環境に優しい店舗づくり」を推進してきま

した。その一環として、店舗の屋根にソー

ラーパネルを設置して発電し、店舗で消

費する電力の一部をまかなう「太陽光発電」

の導入実験を継続的に進めています。 

　2008年2月現在、全国9店舗（エリア

フランチャイズ含む）で取り組んでいます。

太陽光発電は発電時に温室効果ガスを

発生させることのないクリーンエネルギー

ですが、発電量が天候に左右されるなど

の課題もあり、引き続き有効活用に向け

検証を進

めていき

ます。 
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電気使用量の削減 

管球交換回数の削減  

看板の薄型化 

面板の明るさの均一化 

長寿命 

現行比30％～50％減 

1回/10年 

140mm→90mm～65mm 

照度ムラ（明暗）改善 

40,000時間～60,000時間 

店内照明調光システムの導入 

　店内照明の消費電力を抑えるため、照

明効率の良いHf照明（高出力型蛍光灯）

を使用し、さらに一定照度調光システムを

導入しています。 

　調光システムとは、店内を5つのゾーン

に分けて、それぞれのゾーンの明るさを

調整するというもの。たとえば、太陽光が

活用できる「まどぎわゾーン」は蛍光灯の

照度を抑えたり、昼間と夜間で照度を調

整するなどのきめ細かな調光を行うことで、

省エネルギー化を図っています。 

環境省の「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」に参加 

加盟店とともに 

　ファミリーマートでは、環境省が毎年実

施している「CO2削減／ライトダウンキャ

ンペーン」に2004年度より毎年参加し

ています。これは、夜間の照明の使用を控

えることで、温暖化対策の重要性を考え

る動機付けにしようというもの。2007年

度は6月22日から24日まで実施され、と

くに24日の夜8時～10時の2時間を「ブ

ラックイルミネーション2007」として、

賛同した企業や家庭が一斉に消灯するイ

ベントが行われ、当社でも加盟店に対して

ファサード看板などの消灯を呼びかけま

した。 

白色LED看板の導入 

LED看板の導入メリット 

　ファミリーマートでは、2004年度にコ

ンビニエンスストアとしては初めてファサー

ド看板の光源を蛍光灯から白色LED（発

光ダイオード）へと切り替えた実験店を誕

生させました。それ以来、導入実験の店舗

数を増やすとともに、消費電力量のより小

さいLED看板へのレベルアップを図って

います。 

　LEDは省電力、長寿命という特性を持

つことから、蛍光灯に比べて、電気使用量

の削減、管球交換回数が減ることに伴う

廃棄物の削減、また、水銀を使用しないこ

となど、さまざまな環境負荷低減効果が

期待できます。 

　そして、2007年2月からは、従来の蛍

光灯看板に比べて消費電力量を半分にま

で削減できるLED看板の店舗実験を行っ

ています。現在は実験段階ですが、引き続

きさまざまなフィールドテストを重ね、順

次導入を推進していきます。 

お客さまへのキャンペーン告知ポスター 

のマークは蛍光灯の照度を表します。「中央ゾーン」から「まどぎわゾーン」へ
向かって順に照度を抑え、太陽光の有効活用を図っています。 
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配送車両の低公害車化 

物流における取り組み 

　店舗に商品を運ぶ配送車両の低公害車

化を推進し、排出ガスの削減を図っていま

す。排出ガス削減効果の高い「CNG（圧

縮天然ガス）車」を1998年に導入した

のをはじめ、2004年には電気モーター

とディーゼルエンジンを併用する「ハイブリッ

ド車」をコンビニエンスストア業界で初め

て導入しました。以来、低速走行時にメリッ

トが大きいハイブリッド車は都市部を中心

に、また排出ガスの少ないCNG車は黒煙

排出規制等のある地域に配車するなど、

それぞれの特性を活かしながら低公害車

の配備を進めています。 

　ハイブリッド車については、コンビニエ

ンスストアの特性にあわせて、「チルド」と

「定温」の2つの温度帯の商品が同時に

積載できる「2室式冷蔵仕様」や、停車す

ると自動的にエンジンが停止する「エンジ

ン自動停止機能」を装備し、燃料消費量の

削減を図っています。さらに、早朝や深夜

に配送する際の防音対策としてドアの開

閉音を抑制する「イージークローザー機能」

も備えています。 

環
境
報
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後室（手前）は定温商
品用、前室（奥）はチル
ド商品用。荷量により、
室温を切り替えて、逆に
することもできます。 

ハイブリッド車の排出ガス削減効果（ディーゼル車比） 

低公害配送車両の累計台数 

「京・まちなかエコカー普及運動」への参加。 

　ファミリーマートは、京都市都心部グリーン配送推進協議会が進める「京・まちな

かエコカー普及運動」に、2007年9月1日から参加しています。この運動は、京都

の都心部（まちなか）を澄んだ空気に恵まれ二酸化炭素の排出の少ない環境にす

るため、都心部を走る産業用配送車両を中心にエコカーに替えていこうというもの。 

　ファミリーマートは、京都市都心部の店舗へ商品を配送する専用車両を、天然ガ

ス車などの低公害車（エコカー）へ切り替えていくという「トップランナー宣言」を

行い、二酸化炭素排出削減に努めています。 

（2008年2月現在） 

 

CNG（圧縮天然ガス）車 ハイブリッド車 

7 47

94 112

113
131

153

224

280

114

171
47

148

220

106

76

60

NOx（窒素酸化物） 

CO2（二酸化炭素） 

ディーゼル 

ハイブリッド 

PM（粒子状物質） 

ディーゼル 

ハイブリッド 

ディーゼル 

ハイブリッド 

黒煙 

ディーゼル 

ハイブリッド 

85%削減 

90%削減 

50%削減 

25%削減 

※平成15年規制との比較 ハイブリッド車の排出ガス削減効果（ディーゼル車比） 
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管理温度区分 

定温（冷蔵、チルド） 

常温 

冷凍 

合   計 

センター数 

42 

23 

24 

89

加盟店とともに 

温度帯別の配送 

　すべての商品を「定温（冷蔵：18℃±2

℃／チルド：3～8℃）」「常温」「冷凍（－

25℃以下）」という4つの温度帯に分類し、

管理しています。それぞれの温度管理機

能を持つ物流拠点を設け、そこから各温

度帯に合った専用配送車両で配送するこ

とで、物流効率の向上を図っています。 

　温度帯別配送の推進により、車両台数

の削減のほか、納品時の駐停車時間の短

縮にも取り組んでいます。 

「共配」の推進 

エリア完結型物流の推進 

　独立した商品供給能力を持つ物流拠点

を、地区ごとに適切に配置するよう努めて

います。これによりスピーディで安定した

物流の実現を図るとともに、燃料消費と

排出ガスの削減を進めています。 

　また、新鮮さが求められる弁当、おむすび、

寿司等の中食商品については、製造工場

と配送センターを一体化した「総合セン

ター」を全国の主要拠点に整備し、工場

と配送センター間の商品の移動を少なく

することで、環境への配慮と中食商品の

鮮度向上を図っています。 

エコドライブの推進 

エコドライブの内容 

ファミリーマートの配送センター 

　ファミリーマートでは、環境保全型物流

への改善を目指し、1996年から「物流

整備計画」を推進してきました。新鮮で安

全・安心な商品を速やかに店舗に届ける

ために、適正な温度管理を行うとともに、「2

室式冷蔵仕様」により複数の温度帯の商

品を1台の配送車両に混載する「共配」

を行っています。これにより、1店舗あた

りの商品配送に要する車両台数を減らし、

CO2の排出削減をはじめとする環境負荷

の低減に取り組んでいます。1店舗あた

りの商品配送にかかる車両台数は、

1996年度は「11.69台/日」でしたが、

2003年度以降は「7.72台/日」となっ

ています。 

　また、「共配」は店舗での荷受作業の効

率化に役立っているほか、店舗への到着

時間の安定化にもつながっています。 

　配送車両による環境負荷をできるだけ

減らすため、ファミリーマートでは、

2003年度から「エコドライブ教育」を実

施して、ドライバーの環境に対する意識の

向上を図っています。 

　なかでも使用燃料の削減には力を入れ

ており、１ヵ月ごとの配送車両別の燃費実

績を集計し、燃費向上の進捗率を確認し

ています。こうした取り組みにより、車両1

台 あ たりの 燃 費 に お い て 前 年 比

100.7%の向上が見られました。 

　また、すべてのドライバーに、環境への

配慮をはじめ、安全運転の心得、業務上の

確認事項、お客さま

や店舗近隣への配

慮などを掲載した「ド

ライバーマニュアル」

を配布し、携行を義

務付けています。 

・高速道路走行での制限速度の保持 
・経済速度と等速度運転の励行 

・必要のない物は積まない 
・エアコンは控えめに 
・アイドリングは必要最小限 
・急発進・急加速は厳禁 
・急ブレーキの厳禁 
・適切なギアの選択 
・空ぶかしの厳禁 
・適正なタイヤの空気圧の厳守 

エコドライブ教育 

ドライバーマニュアル 

経済走行 

浪費追放 
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お客さまと 
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削減できました 

4,482
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レジ袋の削減 

店頭での取り組み 

「1人、1日、1kg CO2削減キャンペーン」への参加 

　「チーム・マイナス6％」が展開する国

民運動「1人、1日、1kg CO2削減キャン

ペーン」に協賛し「私のチャレンジ宣言」

を応援しました。2007年10月～11月

にオープンした新設店舗（約90店）でお

買い物の際「チャレンジ宣言」カードもし

くは携帯画面を提示いただいたお客さま

（先着30名）に「エコロンオリジナルハ

ンドタオル」を進呈しました。 

ファミリーマートオリジナル「布製マチ付マイバッグ（税
込250円）」の発売（2007年9月） 

お客さまへレジ袋削減のため協力を
お願いする店内掲示物 

日本フランチャイズチェーン協会 
「レジ袋削減キャンペーンポスター」 

1店舗あたりレジ袋使用量（重量）と実績目標 全店舗のレジ袋使用重量 

　ファミリーマートでは、2006年6月から、

社団法人日本フランチャイズチェーン協

会が主催する「レジ袋削減キャンペーン」

のポスターを店頭に掲示するなど、レジ

袋削減に向けた取り組みを進めてきました。 

　2007年1月には、レジ袋の厚さを見直

し、全種類のレジ袋を薄くしました。さ

らに、レジでのお客さまへの「声かけ」と

適正サイズの使用により、2007年度は1

店舗あたりの使用量が2000年度対比

20.4%の削減となりました。2010年度

には、1店舗あたり2000年度比35％の

使用重量の削減ができるよう取り組んで

いきます。 

　さらに、レジ袋削減の取り組みとして、

2007年9月には、「無印良品」と共同開

発のオリジナルマイバッグを発売しました。

また、2007年11月からは、オープンし

た店舗の一部で、お客さまにマイバッグを

配布しており、2007年11月～2008年

2月の配布数は21,000枚でした。 
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社有車の低公害車化 

本部における取り組み 

　1999年度より社有車を低公害車へ

の切り替えを進め、全社有車が低公害車

となっています。また、2006年度からは

アイドリング・ストップ車の導入を始め、

2008年2月現在、台数は101台となり

ました。今後も身近にできる地球温暖化

対策として、取り組みを進めていきます。 

電気使用量の削減 

　全社員に、昼休みの事務所内の完全消灯、

1時間以上離席する場合のパソコン電源

OFF、短時間離席する場合のモニター

OFFなどを徹底しており、こうした細かい

取り組みの積み重ねが電気使用量の削減

につながっています。また、定期的に「エ

コアシスタントリーダー会議」を開催して、

これらの取り組み状況を確認し、さらなる

意識の向上を図っています。 

紙類のリサイクル 

　本社と各事務所内には、コピー用紙、新

聞紙、雑誌、ダンボールなどの紙ゴミを分

別収納できる「紙類リサイクルBOX」を

随所に設置しています。これにより、

2007年度はリサイクル率78％の目標

に対し、82％を達成しました。2008年

度も引き続き紙類のリサイクルに取り組

んで行きます。 

コピー用紙使用量の削減 

社有車のほとんどが、国内最高水準の
「平成17年度基準排出ガス75％低減
レベル」および「平成22年度燃費基
準＋20％達成車」の認定を取得。低
排出ガスと低燃費を両立しています。 

複合機「印刷ジョブの確認」 

本社ビル電気使用量の推移 

　本社をはじめ全国の事務所において、

2006年11月にコピー機・FAX機・プリ

ンターを撤去し、それらの機能を統合し

た複合機に切り替えました。従業員が自

分のパソコンからプリントアウトする際には、

この複合機のところへ行き、自らの認証カー

ドをリーダーで読み取らせ、モニター画面

で印刷ジョブの内容を確認した上で必要

なジョブだけを選択する、という手順を踏

むことにしています。これにより、ミスプ

リントや無駄なプリントを防ぎ、コピー用

紙削減のための一助としています。 

「チーム・マイナス6%」への参加 

　ファミリーマートは、京都議定書で

日本が世界に向けて約束した「温室効

果ガス排出量6%削減」を実現するた

めのプロジェクト「チーム・マイナス6%」

に賛同し、2005年8月から参加して

います。 

　2008年は京都議定書の第1約束

期間の初年度となることもあり、当社

でもより一層意識を高め、取り組みを

推進していきます。 
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植物由来のプラスチック容器 

容器、包装の環境配慮 

「Rainforest Alliance」認定商品 

　ファミリーマートは、熱帯雨林の保護を

目的とした「Rainforest Alliance（レイ

ンフォレスト アライアンス=熱帯雨林同盟）」

の理念に賛同し、同団体が認証する農園

のコーヒー豆を原料とした商品の開発・

販売を行っています。この商品をお買い

上げいただくことは、「Rainforest Alliance」

を通して熱帯雨林保護の活動を支援する

ことにつながります。 

「We Love Green」商品 

環境配慮型商品 環境に配慮した商品や包装を考えています。 
商品の材料や製法、容器、包装について、環境に十分配慮したものを

お届けしていくことも小売業としての責任だとファミリーマートは考えて

います。そんな視点から選定、製造したさまざまな商品を提案しています。 

商品の環境配慮 

「フレッシュ野菜サラダ」 

「新鮮輝きたまご」 

「新鮮輝きたまご」の容器裏面には、地球
温暖化対策商品であることを記載し、お客
さまにご理解を呼びかけています 

　中食商品やPB商品等において、環境負

荷をより軽減できる容器や包装材の使用

を推進しています。2007年4月には、「バ

イオマスプラスチック」を使用した「コー

ンサラダ・コールスロードレッシング付」と

「フレッシュ野菜サラダ」を発売しました。

この容器は植物由来のプラスチックで作

られているため、原料である植物がかつ

て光合成によってCO2を吸収（固定）して

いることから、燃焼等によってCO2が発生

しても、実質的には大気中のCO2は増加

させないと言われています。 

　2007年11月には「新鮮輝きたまご」

の容器も同様に「バイオマスプラスチック」

に変更しました。 

　このほか、2002年から「葦製パルプモー

ルド容器」をグラタン等の容器に使用して

います。今後も地球温暖化防止に配慮し

た容器包装の導入を積極的に進めていき

ます。 

　「We Love Green」商品は、1999年、

この地球に生きている一人ひとりが自然

を愛し、環境を守っていこうという思いを

込めてファミリーマートが開発し、送り出

した環境配慮型プライベートブランド商品

です。 

　2003年度からは環境に配慮した商品

というだけでなく、使い勝手や機能面につ

いても優れた商品という方向へと転換し、

これにご賛同いただいたメーカーと協力し

て、より付加価値の高い商品をお届けして

きました。 

　ファミリーマートではこれらの商品に、開

発基準（素材・使用時・廃棄時の環境負荷

の低減）をクリアしたことのしるしとして「We 

Love Green」のマークをつけています。

また、2008年度から開発基準に「製造時

の環境負荷の低減」を追加し、より環境に

配慮した商品開発を進めていきます。 

 

「Rainforest Alliance」 
認証コーヒー 
“パッソプレッソ” 

熱帯雨林の保護と維持を目的に、1987年、ニューヨーク

に設立されたNPO団体。生態系保全、野生生物の保護、

労働条件の向上などの厳しい基準を設けた独自の認証

プログラムを作成し、その基準に沿って栽培されたコーヒー

等の農産物に対して認証ラベルの使用を許可しています。 

「Rainforest Alliance」とは・・・ 

レインフォレスト認証ラベル 

※2008年度からは各商品のパッケージ 
　デザインを随時一新していく予定です。 
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期限切れのお弁当やおむすび、
サンドイッチなど 

パンのみみやパンくず、あまった食材など 

ファミリーマートの店舗 

中食製造工場 食品を回収
して工場へ 

細かくして飼料の原料に 

運び込まれた食品は容器と包装を
取り除くためベルトコンベアへ 

乳飲料などを
混ぜて栄養を
調整しながら、
食べやすい液
状のエサ（リキ
ッドフィーディン
グ）を製造 

コンピュータで管理された
専用のパイプから、必要
な量だけエサが出てくる
仕組み 

食品リサイクル工場 

養豚場 

生ゴミ回収リサイクルシステム実施店の推移 

液体飼料化リサイクルの流れ 

2003

2004

2005

2006

2007

（年度末） 

（店舗数） 

514

582

596

670

771

廃棄物の有効な活用を目指します。 廃棄物 
リサイクル 

生ゴミのリサイクル 

食品廃棄物のリサイクル 

　食品リサイクル法の施行（2001年5月）

よりも早い1999年より、「生ゴミ回収リ

サイクルシステム」を店舗に順次導入し、

食品廃棄物の有効活用を図ってきました。

これにより、店舗から出る食品廃棄物は、

一部の地域で廃棄物処理業者に委託して、

肥料・飼料へとリサイクルしています。

2007年度は、新たに101店舗がこのシ

ステムを導入し、実施店舗は合計771店

舗になりました。 

　これからも、加盟店やお取引先のご協

力をいただきながら、展開地域と実施店

舗の拡大に努めていきます。 

液体飼料化リサイクルの取り組み 

生ゴミ処理機の導入 

　直営店を対象に、個店設置型の「電子

レンジ式生ゴミ処理機」の導入を2002

年度より進めています。店舗のバックヤー

ドに設置して、販売期限切れの弁当、惣菜、

おむすび、サンドイッチなどについて一時

加工処理を行うことにより、食品廃棄物の

減容処理を図っています。 

生ゴミや廃食用油、さらに蛍光灯など。店舗から生じるさまざまな廃棄物につ

いて、お取引先の協力を得るなどして、リサイクルを積極的に進めています。 

　2008年4月から、東京都内の110店

舗および中食商品の製造委託工場（3社

7工場）から出た食品残渣を回収し、養豚

業者を対象とした「リキッドフィーディン

グによる液体飼料化リサイクル」の取り

組みを開始しました。 

　「リキッドフィーディング」とは、液状飼

料を使った給餌システムです。衛生的に

飼料化を行うため、豚への給餌効率が極

めて高いのが特徴です。また、乳飲料を

使い液体状態で飼料化を行うことから、

原料を乾燥させ粉末状で飼料化を行う通

常の方法と比べ、製造時のエネルギー消

費が低減できるメリットもあります。 

　今後はリサイクル対象店舗、お取引先の

順次拡大を図っていきます。さらに、循環

型リサイクルの構築を目指していきます。 
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廃食用油回収リサイクルシステム 

廃食用油の回収 
処理 

飼料の原料 

塗料・洗剤の原料 

廃食用油を専用リサイクル缶へ 

「素肌にやさしい 
薬用ハンドソープ」 
（左：１　詰替用／ 
右：300mlボトル） 

廃食用油循環型リサイクルの取り組み 

その他廃棄物のリサイクル  

　フライドチキン、ファミチキ、フライドポ

テトなど、ファミリーマートの店舗で販売

するフライヤー商品の廃食用油は、

1999年から「廃食用油回収リサイクル

システム」により、適正な許可を持ったリ

サイクル業者の手で、飼料、塗料、インク、

洗剤、石鹸等の原料にリサイクルしてい

ます。現在、このシステムの導入はフライ

ヤーを扱うほぼすべての店舗にまで広が

り、廃食用油を回収して、リサイクル原料

としています。 

　2007年11月、新たな取り組みとして、

廃食用油リサイクル企業および医薬部外

品製造販売メーカーと共同で、フライヤー

商品の廃食用油を原材料の一部とする「薬

用ハンドソープ」を開発しました。そして

11月6日より、これを全国のファミリーマー

ト約7,000店舗の用度品として登録しま

した。これにより、店舗から回収した廃食

用油を薬用ハンドソープとして再び店舗

で使用する、循環型リサイクルが実現した

ことになります。 

蛍光ランプの一斉交換 

　ファミリーマートの各店舗では、店内の

蛍光ランプの「一斉交換定期キャンペーン」

を実施しています。蛍光灯は使用年数が

1.4年を過ぎると明るさにばらつきが生じ、

エネルギーを無駄に消費することになり

ます。そこで一斉交換を行い、店内の「明

るさ一定照度制御」を実施することで、余

分な明るさをカットして大幅に節電するこ

とができます。2007年度の交換本数は、

約77,000本にのぼりました。回収され

た蛍光ランプは、口金・水銀・蛍光粉・ガラ

スに分離してリサイクルされています。　

　 

リサイクルユニフォームの着用 

　ファミリーマート店舗で着用されるユ

ニフォームの生地には、ペットボトルから

リサイクルされた「再生ポリエステル」を

使用しています。生地全体はポリエステ

ル85%・綿15%で、ポリエステルのうち、

再生ポリエステルが55％配合されてい

ます。 

　ユニフォームの左そでには、ファミリーマー

トの環境保全活動のシンボルマークであ

る「We Love Green」をあしらい、お客

さまに当社の姿勢をアピールするとともに、

ストアスタッフの環境意識の向上を図っ

ています。 
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スーパーバイザー ストアスタッフ 店長 

店舗 

約1,000人 約6,700人 約14万人 

環境意識の共有化を図っています。 環境教育 

「エコぱーとなー」の配付 

加盟店の環境教育 

　ファミリーマート店舗の店長と、約14

万名のストアスタッフに向けた環境教育

の教材として、「エコぱーとなー」という

冊子（A4判／6ページ）を年3回、発行・

配付しています。 

　誌面では、親しみやすいイラスト等を使

い、店舗での日頃の取り組みがどのよう

に環境や社会に役立っているのかを具体

的に紹介し、ストアスタッフのモチベーショ

ン・アップに役立てています。また、配付

に際しては、本部のスーパーバイザーか

ら加盟店の店長へ、そして店長からストア

スタッフへと、内容についてオリエンテー

ションを行うこととし、それぞれが一層深

い理解を得られるよう努めています。 

　「エコぱーとなー」のセンターページ

には、記事に加えて「店内オリエンテーショ

ンチェックリスト」が掲載されています。こ

のセンターページを開いた状態で店舗内

事務所に貼り出しておき、オリエンテーショ

ンを受けたストアスタッフは、受講日と自

分の氏名をリストに書き入れるようにして

います。これにより、店舗で働く全員の意

識啓発と活動の徹底を図っています。 

「エコぱーとなー」によるオリエンテーション 

2007年度のオリエンテーション内容抜粋（教育資料：「エコぱーとなー」） 

環境に配慮した事業活動を展開していくために、本部と加盟

店が一体となり、きめの細かい環境教育を行っています。 

“ファミリーマートらしさ” 活動で 
もっと地域に貢献しよう！ 

 

●「声かけ」と「レジ袋の適正サイズ」を 
　徹底しよう！ 
●社会貢献活動コーナー  
　“TABLE FOR TWO”実施中！ 

●全国環境美化活動を実施しました 
●ラジオ特別番組「THINK GREEN  
　2007」を放送しました 

Vol.30（5月） Vol.31（9月） Vol.32（1月） 

店内オリエンテーションチェックリスト 

ISO14001更新審査が行われます！ 
 

●「全国環境美化活動」に参加しましょう！ 

●「ライトダウンキャンペーン」に 
　参加します！ 

●社会貢献活動コーナー 
　「地球環境基金」とは 

●ネパールの小学校建設を支援 

●「サラダカップ」が環境に優しくなりました！ 

●社会貢献活動コーナー 
　「国土緑化推進機構」とは 

●「1人、1日、1kg CO2削減キャンペーン」に 
　参加します！ 

●「ライトダウンキャンペーン」活動レポート 

日本でも世界でも、レジ袋削減の 
取り組みが進んでいます 
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全社員向け環境教育 

　環境に対する知識の習得と意識の向上

を図るため、パソコンを使ったe-ラーニン

グによる環境教育を全社員が毎年受講し

ています。 

　2007年度は、6月11日から7月10日

にかけて実施し、地球環境問題、ファミリー

マートの環境影響と取り組み、店舗に関

わる環境関連法規制などをテーマに学び

ました。 

　また、環境への取り組みの宣言を各社

員が実施しました。 

新入社員向け環境教育 

　毎年、入社直後に行う新入社員研修に

おいて、全員を対象に環境教育を実施し

ています。2007年度は、地球環境問題

や当社の事業活動が環境に与える影響、

ISO14001に基づく環境保全活動など

に関する教育を行いました。 

社員向け環境情報ツール 社会・環境方針個人カード 

ストコン「ecoインフォメーション」 

　店舗事務所に設置してあるストアコン

トローラーの情報メニューに「ecoインフォ

メーション」を開設しています。環境問題

や店舗での取り組みなどの最新の情報を

いつでも簡単に確認することができます。 

加盟店向け情報誌「Family」 ディストリクト通信の発行 

　ファミリーマートの各ディストリクトでは、

担当営業所内の加盟店向けに「ディスト

リクト通信」を発行しています。「ファミリー

マートらしさ活動」の一環としての地域

清掃活動への参加事例を紹介するなど、

地域社会や環境への貢献の輪を広げて

います。 

社員の環境教育 

　2002年より、社内のイントラネット上

に「環境インフォメーション」を開設して

います。これにより社会・環境推進部から

最新の環境関連情報を発信し、社員がい

ちはやく日常業務に連動できるようにし

ています。 

　また、社内報「Familink」（隔月刊）に

は2008年度から「エコロンの環境セミ

ナー」を毎号掲載。社員の意識啓発と情

報の共有化を図っています。 

　毎年2月、全社員に「環境方針個人カー

ド」（名刺サイズ／8ページ）を配付して

います。2007年度は、「社会・環境方針

個人カード」と名称を改め、「環境」と「社

会貢献」の2つを柱とする内容へと刷新

しました。社員に常時携帯を義務づける

ことで、日々の行動における指針として

活用しています。 

　加盟店向けに情報誌「Family」を毎月

1回発行しています。その誌面において、

ファミリーマートの最新の環境活動を随

時紹介し、スト

アスタッフの

意識向上を図っ

ています。 
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お客さまや地域、社会との交流を深めています。 コミュニケーション 

世田谷区「エコサタデー」出展 

行政と連携した取り組み 

 　2007年10月1日～12日、東京都豊

島区主催の「マイバッグ・簡易包装・再生

品利用キャンペーン」において、ファミリー

マートのレジ袋削減の取り組みを紹介す

るパネルを豊島区役所本庁ロビーに展示

しました。 

　パネルでは、店内放送やポスター掲示

など、店舗におけるレジ袋削減の取り組

みなどを区役所を訪れた区民の皆さんに

紹介しました。 

豊島区役所でレジ袋削減活動をPR

　2007年11月17日、東京都世田谷区

「せたがや・環境行動DAY2007 エコ

サタデー」に出展しました。会場となった

三軒茶屋「キャロットタワー4階」で、区

民の皆さん約60名にオリジナルマイバッ

グ作りを体験していただきました。手作

りの楽しいマイバッグ作りを通して、参加

者にはもちろん、見学された多くの皆さ

んにもレジ袋削減を呼びかけることがで

きました。 

ファミリーマートは環境活動や社会貢献活動を通して多くのステークホルダーの皆さま

とかかわり、また、さまざまなメディアを通して、その取り組みを広くお知らせしています。 

Topic

「エコライフ・フェア2008」に出展。 
ファミリーマートの環境の取り組みを紹介しました。 

　ファミリーマートは2008年6月7日（土）・8日（日）の2日

間、東京都の代々木公園ケヤキ並木で行われた「エコライフ・

フェア2008」に出展しました。この催しは、環境省をはじめ

東京都、渋谷区のほか、環境関連の多数の団体等が連携し、環

境月間である6月に毎年開催されています。今回の2008年

は、京都議定書の第1約束期間の始まりの年であり、また7月

に北海道洞爺湖サミット

が控えていることもあり、

環境意識の高まりの中

での開催となりました。 

　ファミリーマートは、

環境配慮型容器や「We 

Love Green」商品など

を展示するとともに、パ

ネルを使い、店舗等で行っ

ているさまざまな環境

の取り組みについて紹

介しました。また、ブー

ス中央では「マイバッグ

工作教室」を開催

して、お子さま連れ

のご家族をはじめ

多くの皆さまに、マ

イバッグづくりを楽

しく体験していた

だきました。1日目

の午後には、ファミ

リーマートのブースに立ち寄られた鴨下環境大臣にも手作り

のマイバッグをプレゼントして、レジ袋の削減を一緒に呼びか

けていただきました。 
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「社会・環境報告書」の発行 

情報の公開 

　ファミリーマートでは、1999年より、

1年間の環境活動の概要をまとめた「環

境報告書」を毎年発行してきました。

2004年からは、社会的側面を加えた「社

会・環境報告書」として発行しています。

全店舗、全社員、お取引先、行政、マスコミ、

図書館などに広く配布しており、ホームペー

ジからもご覧になれます。 

店舗レジ画面による情報発信 

　全店舗のレジ液晶画面を使って、レジ袋

使用量削減に対するご理解、ご協力をお

客さまに呼びかけています。ファミリーマー

トは「チーム・マイナス6％」の国民運動

に参加しているため、そのロゴをあしらっ

た画面により、レジ袋を削減することは過

剰包装を避けることにつながり、地球温暖

化防止に役立つということをアピールし

ています。 

公式HPが企業部門、キッズ部門でダブル受賞 

  2008年2月14日、ファミリーマートの

環境サイトが「環境goo大賞2007」の企

業部門「奨励賞」と、キッズ部門「優秀賞」

を受賞しました。この賞は、環境関連のポー

タルサイト「環境goo」が、持続可能性へ

の関心の高まりを受けて、環境的側面に

加えてより広範囲で効果的な環境・社会

コミュニケーション方法に関する議論を

深めたいという観点から優れた環境サイ

トを表彰するもので、今回で10回目とな

ります。 

　ファミリーマートの企業部門の受賞理

由は、情報開示の網羅性が高く、カテゴリー

の情報整理も明確にされていること、店

舗における24時間の取り組みを時系列

で分かりやすく紹介している点です。 

　また、キッズ部門については、ファミリー

マートの環境イメージキャラクター「エコ

ロン」によるナビゲーションや、子どもにとっ

て親しみやすいデザインなど高い評価を

受けました。今後はコンテンツを多くの子

どもたちに閲覧してもらう機会をつくり、

活性化を図ります。 

ファミリーマートこども環境報告書。 
PDFファイルのダウンロードもできます。 

社会・環境Webサイト・ 
TOPページ 
（http://eco.family.co.jp/） 

FamilyMartエコキッズ・
TOPページ 

ファミリーマートの環
境・社会貢献活動
「24時間編」 

ファミリーマートの環境イメージキャ

ラクター「エコロン」。ホームペー

ジ、こども環境報告書のほか、

店舗レジの液晶画面にも登場し、

環境への取り組みを親しみやす

く紹介しています。 
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内部環境監査 

　ファミリーマートでは、環境マネジメン

トシステムがP（Plan）D（Do）C（Check）

A（Action）のサイクルに基づき適正か

つ効率的に運用されているのかについて、

すべての事務所と店舗を対象に、毎年、内

部環境監査を行っています。 

　2007年度は、2006年度と同じく全

店舗、全ディストリクト、全営業所、湘南研

修センター、そして本社全部門を対象に内

部監査を行い、不適合な項目について是

正を図りました。 

　ファミリーマートではこうした内部監査

の一層の質的向上と効率的な運用を図る

ため、内部環境監査員の育成に努めてい

ます。2007年度は、7月25日、26日の2

日間、外部研修機関による「内部環境監査

員養成セミナー」を開催しました。ディス

トリクト管理業務グループの13名がこれ

を受講し、全員合格しました。これにより

当社の監査体制のさらなる充実・強化を

図りました。 

外部審査 

　ファミリーマートは1999年3月に

ISO14001の認証を取得し、以来定期

的に外部審査機関の審査を受けてきました。 

　2007年度は、1月21日から25日まで

の5日間にわたり、5ディストリクト、24営

業所、71店舗、本社8部門が外部審査を

受け、いずれもすべての要求項目を満たし

ているという評価を得て、認証を継続する

ことができました。 

環境活動を評価・検証しています。 
環境監査 

環境ステッカーの店頭掲示 

ファミリーマートでは、環境マネジメントシステムの国際規格

「ISO14001」の認証を本部と全店舗において取得しています。

これにより、本部とすべての店舗が一体となって、事業活動に伴う

環境負荷を低減していくための活動に継続して取り組んでいます。

こうした取り組みの姿勢をお客さまに広くお伝えし、理解していた

だくために、全店舗の店頭に環境ステッカーを掲示しています。 

外部機関による審査に加え、社員による内部環境監査の充実を図るこ

とで、環境マネジメントシステムの運用状況を厳しくチェックしています。 
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2007年度 ISO14001対応型環境会計 

P39～40

P46～47

P44

P48～49

P48～49

P52

P43

P50～51

（単位：千円） 

具体的な取り組み 

電気・水道使用量削減のためのコスト 
オゾン層保護のためのコスト 
店舗周辺環境保全コスト  
建設廃材適正処理コスト 

廃棄物適正処理・リサイクルなどのコスト 

廃棄物適正処理・リサイクルなどのコスト 

　　　　　　　　　　小　　　　　　　計 

環境教育・活動・組織関連の人件費 

社員教育及び店長・ストアスタッフへの 
オリエンテーションコスト 

内部環境監査・定期審査のためのコスト 

容器包装リサイクル法に基づくリサイクル費用など 

環境保全を行う団体への寄付､支援 
環境情報の公表及び環境広告 

　　　　　　　　　　小　　　　　　　計 

環境保全関連補償金、罰金など 

　　　　　　　　　　合　　　　　　　計 

中分類 

①店舗施設関連の環境保全コスト 

②店舗運営関連の環境保全コスト 

③本部事務所関連の環境保全コスト 

 

①環境保全活動に伴なう人件費 

②環境教育用資料作成コスト 

③環境監査関連費用 

④環境関連法規制対応コスト 

⑤社会活動における環境保全コスト 

①土壌汚染､自然破壊の修復コストなど 

関連ページ 費用 投資 主な効果（成果） 

省エネルギー 
オゾン層保護 
廃棄物適正処理 

廃棄物適正処理・リサイクル 

廃棄物適正処理・リサイクル 

 

環境活動の推進 

環境教育の実施 

環境監査の実施 

再商品化（リサイクル） 

外部コミュニケーションの 
充実 

環境保全コストの分類 
 

大分類 

1.環境方針に基づく 
環境目的・ 
環境目標達成に 
向けた「積極的コスト」 

2.環境マネジメントシ
ステムの｢維持コスト」 

3.環境損失補償費用 

1,230 

 

0 

0 

1,230 

0 

 0 

0 

0 

0 

0 

0 

1,230

450,921 

2,130,528 

6,039 

2,587,488 

62,727 

5,014 

6,255 

435,365 

11,604 

520,966 

0 

3,108,454

環
境
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2007年度の環境保全コストと効果 

①環境会計の考え方 

　ファミリーマートが取り組んでいる

「ISO14001対応型環境会計」は、環境

方針によって導き出された環境目的、環

境目標と連動しています。環境目的、環境

目標についての年間の活動結果を振り返

り、コスト面での評価を行っており、次年

度の環境活動の計画に反映させています。 

②今回の集計期間 

　2007年度 
　(2007年3月1日～2008年2月29日) 

③対象範囲 

株式会社ファミリーマート本部及び店
舗(加盟店及び直営店) 

　本部と加盟店がともにISO14001の

認証を取得し､環境保全活動に取り組ん

でいますので､環境会計の対象範囲に本

部とともに、店舗の投資額・費用額を含め

ています｡従って、株式会社ファミリーマー

トにおける決算数値とは異なります。 

④環境保全コストの大分類 

1.環境方針に基づく環境目的、環境目標 

　達成に向けた「積極的コスト」 

　積極的に環境負荷を削減する目的で支

出するコストで､環境マネジメントシステ

ムにおける環境方針に基づいた環境目的、

環境目標(1年間の環境への取り組み目標)

の実現に関連するコストです。 

2.環境マネジメントシステムの「維持コスト」 

　環境マネジメントシステムの運用・整備

などシステムの維持、環境関連法規制への

対処、その他社会活動に関するコストです。 

3.環境損失補償費用 

　環境汚染を起こした場合の浄化費用､

賠償金・罰金等のペナルティ的コストです。 

⑤減価償却費について 

　投資額には取得価額を計上します。キャッ

シュフローの観点からマネジメントを行い

ますので、投資に伴う減価償却費は計上し

ていません。 

⑥2007年度の結果 

　2007年度の投資は約1百万円、費用

は約3,108百万円でした。これに対して、

前年度は投資約2百万円、費用約

2,972百万円でしたから、投資額は約1

百万円減少し、費用額は約136百万円

増加しました。 

　投資額が減少した主な要因は、白色

LED看板の実験導入を2005年度から

スタートし、現在検証段階に入っており新

たな投資は発生していないことによるも

のです。一方、費用額が増加したことに

つきましては、店舗の廃棄物処理委託費

用や容器包装リサイクル法に基づく再商

品化委託費用が増えたことがその要因

です。 

　なお、環境損失補償費用の発生はあり

ません。 

環境コストを評価し、計画に活かしています。 環境会計 

年間の環境活動を分類し、それぞれに要したコストと効

果を把握して、次年度計画の改善に役立てています。 
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選任・解任 選任・解任 

会計監査 

監査 

監督 選任・解任 

選任・解任 

取締役会（取締役） 

リスクマネジメント・ 
コンプライアンス委員会 

情報管理室 

内部統制部 

代表取締役社長 

執行役員 

経営会議 

ディストリクト・各部門 

株 主 総 会  

監査役（会） 

監査室 

会計監査人 
報告 

連携 

営業戦略会議 

コーポレート・ガバナンス 

健全で透明性の高い経営を実現します。 

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方 

　ファミリーマートは、コーポレート・ガ

バナンスの充実が企業価値の向上につ

ながるとの考えに基づき、透明度の高い

経営システムの構築を図ることが重要と

考えています。そのためには、法令等遵

守（コンプライアンス）体制ならびに業務

の適正を確保するための体制を構築し、

その上で情報開示（ディスクロージャー）

を行い、説明責任（アカウンタビリティ）

を果たしていくことが、コーポレート・ガ

バナンスを確保することになると考えて

います。 

コーポレート・ガバナンス体制 

　2008年6月1日現在、取締役会は11

名の取締役で構成し、原則として、毎月1

回取締役会を開催し、会社の重要な業務

執行の決定と職務の監督を行っています。

また、執行役員制を採用し、業務執行権限

を執行役員に大幅に委譲することにより、

業務の決定と執行の迅速化を進めていま

す。さらに、リスク管理体制の整備と倫理・

法令遵守体制の強化を目的とした「リス

クマネジメント・コンプライアンス委員会」、

内部統制の構築とコーポレート・ガバナン

スの確保を目的とした「内部統制部」を

設置しています。 

　内部監査部門としては社長直轄の監査

室があり、全社経営課題について「職

務執行の効率性」「リスク管理」「法令等

遵守」等の観点から内部監査を実施して

います。また、監査指摘事項・提言等の改

善履行状況についてもチェックを徹底し

ています。なお、グループ会社の内部監

査部門等とも連携し、情報・意見交換等を

図っています。 

　監査役は4名（うち2名は社外監査役）

で、取締役会その他重要な会議への出席、

重要な決裁書類等の閲覧等によって、業

務および財産の状況を調査し、取締役の

職務の執行を監査しています。また、内

部監査部門等とは緊密な連携を図り情報

の収集等を実施するとともに、グループ

会社の監査役とも定期的に連絡会を開

催し、グループ全体としてのガバナンス

の確保にも努めています。 

　会計監査につきましては、監査法人トー

マツと監査契約を締結し、会社法監査お

よび金融商品取引法監査を受けています。

会計監査人は、独立した第三者の立場か

ら財務諸表等の監査を実施し、当社は監

査結果の報告を受け、意見の交換をして

います。 

コーポレート・ガバナンス体制図 

お客さまはもとより、すべてのステークホルダーの皆さまから信頼されるファミリ

ーマートであり続けるため、強力なコーポレート・ガバナンス体制の確立を目指し

ています。透明性の高い組織づくりをはじめ、内部統制の推進、全社員へのコ

ンプライアンスの周知徹底などを通じて、企業価値の継続的な向上を図ります。 

2008年6月1日現在 

ガバナンス 
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内部統制システムの整備および運用状況の審議 
リスクマネジメント・コンプライアンス委員会 

事務局 
内部統制部 

ファミリーマート  倫理・法令遵守基本方針 

全社員一人ひとりの 
行動の基本指針 

具体的な行動 
（求められる行動、 
 してはならない行動） 

コンプライアンス 行動指針3項目 コンプライアンスに関する行動規範 

私たちは、倫理・法令等違反を 
「しない」「させない」「見過ごさない」 

各規範ごとに「相談先」 
「該当法令」「社内規程」を記載 

社長  
社長の諮問機関 

危機管理部会 
災害発生時の会計財産の安全確保に関
する全社的な体制の整備・運用を推進 

コンプライアンス部会 
法令遵守に関する全社的な体制
の整備・運用を推進 

情報管理部会 
機密情報･個人情報の安全な管理に関
する全社的な体制の整備・運用を推進 

1.健全な企業経営 
2.安全で安心な商品サービスの提供 
3.公正な取引 
4.適正な情報管理 
5.環境への配慮 
6.職場環境の整備 
7.反社会的勢力等との遮断 
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

内部統制システムの構築 

内部統制 

　ファミリーマートでは、取締役会で決定

した「内部統制システム構築の基本方針」

に基づき、内部統制システムのさらなる

充実に取り組んでいます。2007年12

月に新たに「内部統制部」を設置すると

ともに、既存の「リスクマネジメント・コン

プライアンス委員会」の機能を拡充し、内

部統制システムの整備および運用の状況

を審議しています。また、同委員会内に「危

機管理」、「コンプライアンス」、「情報管理」

に関する専門部会を設置し、各分野にお

ける法令遵守を含むリスクマネジメント

の推進にあたっています。 

内部統制システムの整備状況 

リスクマネジメント・コンプライアンス委員会と専門部会 

倫理・法令遵守基本方針等 

　「内部統制部」は、コンプライアンス・財

務報告に係る内部統制・リスクマネジメン

ト・情報管理の全社統括部門として以下

の取り組みを行っています。 

コンプライアンス 

　「ファミリーマート倫理・法令遵守基本

方針」をはじめ、「コンプライアンス行動

指針3項目」、「コンプライアンスに関す

る行動規範」を制定し、具体的な方針を

定めています。また倫理・法令違反に関

する情報提供ルートとして「内部情報提

供制度」を導入し、倫理・法令遵守体制を

強化しています。 

財務報告に係る内部統制 

　財務報告（有価証券報告書等）に係る

内部統制の充実を図るため、社内規程を

制定するとともに、財務報告に係る内部

統制を評価し、財務報告の重要な事項に

ついて虚偽記載等が生じないよう必要な

体制を整備および運用する取り組みを行っ

ています。 

リスクマネジメント 

　全社的なリスクマネジメントを促進する

ために、ファミリーマートの各部門が直面

する可能性のあるリスクを、発生頻度、影

響の強弱等により要因別に評価・分類した

「リスクマップ」を作成し注意を喚起する

とともに、「リスクマップ」に基づき、重点

的に対処すべきリスクの影響等を最少化

するための体制および方法等について規程・

マニュアルの整備を行っています。 

情報管理 

　全社的な情報管理体制を構築するた

めに、「情報セキュリティー基本方針書」

を制定し、機密情報の管理を行うとともに、

重要なお客さま・加盟者などの個人情報

については、「個人情報保護方針」および

規程・マニュアルを整備し、適切な情報の

管理を推進しています。 



店舗での取り組み 

あとがき 
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個人情報管理 

プライバシーマークの取得 

　2006年11月に、コンビニエンススト

アチェーン本部としては初めての「プライ

バシーマーク＊」付与の認定を受けました。 

　今後もファミリーマートが社会から信頼

されるブランドとなることを目指し、より一

層の情報管理強化に取り組んでいきます。 

「歳時ギフトカタログ申込書」における 
個人情報取り扱い事例 

　ファミリーマートの店舗では、公共料金の払込票や宅急便の伝票など、

お客さまの個人情報を取り扱う機会が多数あります。 

　このような個人情報が記載されたものや個人が特定されるものにつ

いては、承り後すぐに所定の場所に保管して紛失を防ぎ、第三者の目に触

れないように注意をしています。 

日本工業規格「JIS Q 15001」に適合し、適切な個人
情報の取り扱いを行っている事業者を「財団法人 日本
情報処理開発協会」が認定する制度。 

＊ 

「歳時ギフトカタログ申込書」の所定欄に「  」をご記入いただくことにより、各種承り商品の次回以降のご案内
をいたしません。各種承り商品の次回のご案内は、希望されたお客さまに対して行っています。 

　ファミリーマート社会・環境報告書2008

年版をご覧いただき、ありがとうございました。

株式会社ファミリーマートは、今年度「あな

たの家族になりたい」を基本コンセプトに

企業活動を展開しています。お客さまをは

じめとするあらゆるステークホルダーの皆さ

まに向けて、写真・イラストを多用し、環境

への取り組み、食の安全・安心についての

取り組み、地域社会とのさまざまな取り組

みをご紹介し、親しみやすく、読みやすい紙

面作りを心掛けました。 

　今年度は日本で洞爺湖サミットも開催さ

れ、京都議定書の第１約束期間の始まり

の年でもあります。たくさんの人が、地球環

境への想い、次世代への責任など、50年

後の未来への想いをいだかれたと思います。

昨年度実施した地震災害時の店頭での

義援金活動では、お客さまがお買い物の

際に5円、10円と店頭の募金箱に入れて

いただいた暖かい善意が、全国7,200店

舗で行われ、結果的には何千万円もの募

金額になり、被災された方々にお届けする

ことができました。一人ひとりの小さな行動

が、企業の環境配慮が、一つひとつ積み

重なり、地球の未来をも変えることができる

と信じています。ファミリーマートもさまざま

な環境への取り組みを通じて、CO2削減に

努めています。ぜひ、皆さまからのご意見、

ご感想をお待ちしています。 

 

株式会社ファミリーマート 
社会・環境推進部 
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　　　環境ジャーナリスト・フリーアナウンサー 

村田  佳壽子 

第三者意見 
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第
三
者
意
見 

桜美林大学大学院国際学研究科修士課程（生態系保護

論専攻）修了。 

日本環境ジャーナリストの会副会長、（社）環境科学会理事、

ISO14000認証登録判定委員。89年から環境ジャーナリスト、

93年環境庁国立環境研究所客員研究員、99年新潟県上越

市環境担当副市長他、省庁、自治体の委員を多数歴任。 

村田　佳壽子氏 略歴 

 

　環境問題は人間の在り方の問題だが、現在の日本にお

けるコンビニは、正に日本人の在り方そのものと言える。

そのせいか、環境問題を語る時、その象徴として決まって

悪者扱いされるのは、コンビニである。CO2排出削減を目

的に、自治体が深夜営業の自粛を求めるというので話題と

なった。だが、日本全体のCO2排出量で最多は工場等産

業部門で39％、次が運輸関連21％、三番目が商業・事務

所等で20％、そのうちコンビニが占めるのはわずか1％。

深夜営業を止めても冷蔵庫などは止められないので大し

て変わりない。だからと言って、全国に4万店以上あるコ

ンビニがそのままでいいというわけではない。全国一律の

営業時間も店舗の状況によって見直すことはできないだ

ろうか。象徴的な存在であるコンビニが変わることで、日

本人がライフスタイルを変換するきっかけとなるかもしれ

ない。この報告書を読んでファミリーマートはもっと胸を張っ

て自己主張してもいいのではと思うだけに、もう一歩チャ

レンジしてみてほしい。 

　女性の社会進出が進み、女性も男性と同じように深夜ま

で仕事をすることがかなり多くなっている。良いか悪いか

は別にして。そのため、男女の別なく、昼間買い物をする

ことは難しい実情もある。私とて、環境ジャーナリストとい

う仕事をしていても、もしコンビニを利用しなければ、一日

中何も食べられない日が一週間に何日もあることだろう。

しかしそれは、私がマスコミの仕事をしているから、という

だけではないはずだ。深夜のコンビニには若い女性が何

人もいることが珍しくない。それどころか、深夜に不審者

がらみでコンビニに駆け込み、助けを求めて難を逃れた女

性が昨年だけで13,000件以上もいたのである。これに

徘徊老人の救助や子供の避難なども入れると3～4万件

にも上る。警察官が巡回に出てしまうための留守交番が

問題化しているが、必ず人がいるコンビニは、今や街の安

全を守る役割を果たしていると言えるだろう。日頃は当た

り前にコンビニを利用し、お世話になっておきながら、人類

の存続がかかった大切な環境問題解決のための行動を求

められると、自分が努力する代わりにコンビニに責任を押

しつけようとしてはならない。 

　ファミリーマートの社会貢献は、毎日利用する人でも見

えにくい。この報告書を読んでまず思ったのは、これほど

までに様々な分野で多岐にわたって、日本のみならず海外

にまで貢献していながら、ファミリーマートはなぜそれをもっ

と世の中にはっきりと知らせないのか、ということだった。

私は必要な物を調達しながら、環境に対する負荷は勿論、

品質チェックも怠らない。食べ物については、地産地消な

どの情報提供が店内でなされているのに、「ファミリーマー

ト夢の掛け橋募金」によって、「地球環境基金」、「緑の募金」、

国連ＷＦＰ協会、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンを支援し

ていることは、ひっそりとレジに置かれた募金箱に気づか

なければそれっきりである。「お客様の募金額に10％を

上乗せしてお届けしています」という記述を、この報告書

を読んだ人だけが知るという、いかにも日本的な奥ゆかし

さは、どうかこれを機に止めにして、どれだけ地球に貢献し

たか、苦しむ子供達を救ったかをもっと堂々と、来店した人

すべてが気づけるように表示すべきである。なぜならば、

それを見た人が触発されて、自分も何かしたいと思うかも

知れないから。そして、取りあえずその第一歩として、目の

前の募金箱にお釣りを入れることから始めてみようと行動

を起こすかも知れない。47都道府県すべてに約7,200

もの店舗を持ち、年間約22億人もの人が訪れるファミリー

マートが実行すれば、社会に大きな違いを起こせるはずで

ある。「スタンドプレーだ！人気取りだ！」と非難の声が上が

るかもしれないが、恐れずチャレンジしてほしい。こうした

活動を知らせることで、地球上に多くの苦しんでいる子供

達がいることを思い出させて、なぜそうなっているかを考

えさせることによって、日本人に優しい心を呼び覚まして

ほしい。 

　「あなたとコンビに」の次は「地球とコンビにファミリー

マート」それは最高のCSRである。 



2008年7月発行 
（次回発行は2009年7月予定） 

この報告書は、環境に配慮したグリーンプリンティング認定工場で、FSC認証紙、VOC削減効果の高い「水なし印刷」「W2イン
キ」を使ってつくりました。また、CTP （Computer To Plate）方式を採用し、製版工程における中間材料を全廃しています。 
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